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五
、
産
業
革
命
へ
の
展
望
(
以
下
戎
号
)

六
、
結

、IJ一一
ftp
町、
出
来
の
羊
毛
及
び
脇
工
業
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
の
考
察
し
て
き
に
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「
ブ
ア
ス
-
ア
イ
ア
ン
商
人
」

Q
5
5自
己
富
山
0
3

A

ア
ン
カ
シ
ャ
!
工
業
の
構
造
は
、

に
基
礎
ぞ
お
い
て
い
七

十
六
決
紀
の
発
展
期
に
お
い
て
産
業
構
造
の
組
織
化
が
進
捗
す
る
と
と
も
に
、
小
生
産
者
の
原
料
放
び
に

小
土
地
保
有
農
民
の

経
済
学
部
別
究
問



ラ

ン

カ

シ

ャ

i
綿
業
の
成
業
務
議
ニ

手手
1m} 

製
品
市
場
と
の
在
接
的
接
触
が
漸
次
に
隔
絶
さ
れ
、
か
つ
仲
介
商
人
の
介
入
と
信
用
制
度
の
創
出
が
次
第
に
進
行
す
る
傾
向
や
帯
び
亡
。
ウ

オ
ヅ
ワ

l
ス
は
か
L
ゐ
趨
勢
h
q

「
資
本
制
組
織
へ
の
自
然
の
一
歩
い
と
称
し
、
し
か
も
そ
の
際
に
商
人
乃
至
商
業
資
本
の
資
本
制
生
海
発
展

に
演
ず
る
役
割
治
一
ア
ン
カ
シ
ャ

i
綿
業
に
関
し
て
共
体
的
に
検
託
し
て
い
る
の
で
あ
ゐ
が
、
以
下
に
主
と
し
て
彼
の
業
献
に
裁
い
て
若
干
の

結
介
を
試
み
よ
う
。

る
と
益
々
明
確
な
事
実
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
例
え
ぼ
、
か
の
「
羊
毛
売
貿
期
間
制
限
条
例
」
に
反
対

す
る
一
五
七
七
年
の
請
願
者
に
ち
の

E
S
o
q乱
。
当
日
ロ
ぴ
印
号

Z
O
H
M
S
g
m
p君
。
江
の
か
ぬ

g
s
d
げ

g
q，
と
い
う
予
見
は
、
モ
ス
リ
ィ

l

ぺ。h
M
J

自
然
、
ザ
ア
ィ
ピ
ィ
ン
グ
家
、
リ
ル
ス
ト
ン
家
な
ど
?
ン
チ
ェ
ス
タ
!
の
富
裕
な
商
人
織
一
冗
の
生
誕
と
な
っ
て
実
現
し
て
い
る
が
、

右
の
動
向
は
十
六
世
紀
の
末

こ
れ
ら
家
柄

は
相
互
に
結
婚
、
徒
弟
奉
公
、
パ
ー
ト
ナ

i
シ
ツ
プ
の
純
帯
で
以
て
鴇
接
に
結
ば
れ
、
行
政
閣
に
お
い
て
も
市
政
の
枢
要
な
地
枚
々
交
互
に

踏
襲
す
ゐ
名
門
と
な
り
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
の
や
核
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
さ
て
、
既
述
の
如
き
事
情
の
裡
か
ら
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新
に
発
足
し
士
ア
ア
ス
ザ
ア
イ
ア
ン
ヱ
業
は
放
初
か
ら
大
安
本
の
機
能
が
そ
の
産
業
構
造
に
顕
著
な
支
配
力
や
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

従
っ
て
大
規
模
な
織
元
に
る
「
ブ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
商
人
」
の
経
営
も
こ
の
工
業
が
発
足
し
た
十
七
役
紀
の
初
頭
か
ら
藍
ち
に
認
め
ら
れ
ゐ
。

綿
業
に
携
わ
ク
て
致
官
し
、
永
く
名
門
の
地
牧
れ
ぞ
保
持
し
仁
商
家
の
杭
矢
と
し
て
、
こ
L
に
チ
ェ
タ
ム
家
の
年
代
記
と
業
務
内
容
在
時
記
じ
、

当
時
の

に
つ
い
て
の
示
唆
必
与
え
よ
う
。

チ
ェ
タ
ム
家
も
農
民
よ
り
身
々
起
し
て
産
々
な
し
、
数
代
ケ
経
ず
し
て
名
門
の
地

位
そ
確
立
し
た
家
柄
で
あ
つ
に
。
始
祖
エ
ド
ワ
ー
ド
・
チ
ェ
タ
ム
は
γ

ン
チ
ェ
ス
タ

l
近
傍
の

Mg宮
町
。

5
2
で
あ
つ
に
が
、

に
亡

50Hopm民主

?
ン
チ
ェ
ス
タ

i
の
商
人
に
多
く
の
例
冶
み
ゐ
如
く
、

一
五
回
一
年

と
名
乗
っ
て
い
る
。
そ
の
予
ジ
ェ

l
ム
ズ
ハ
l
一
五
七
二
は
ぽ
凶
器
そ
相
続
し
、

地
と
借
地
権
そ
買
い
加
え
、
自
ら
や

-
R
3
0
5
8
3
と
も
、

E
B
2
0日出
E
Z
と
も
称
じ
て
い
ゐ
。
彼
は
当
時
の
?
ン
チ
ェ
ス
タ

i
に
ぬ
(
期
的

な
仲
介
商
人
(
自
広
門
出
。

g
mろ
で
あ
っ
て
、
ハ
ル
、
リ
グ
ア
プ

i
ル
、
チ
ェ
ス
タ
ー
に
て
輸
出
向
の
蹴
物
身
売
り
、
同
時
に
か
L

る
梅
市
よ

?
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
進
出
し
て
土



り
仕
入
れ
た
臨
や
臨
糸
や
農
村
の
生
産
者
に
掛
売
り
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
か
L
る
取
引
に
随
伴
し
て
、

他
方
で
農
村
の
生
産
者
に
対
し
て
信
用
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
克
も
、
前
者
と
の
そ
れ
は
チ
ェ
タ
ム
の
儲
か
ら
の
積
極
的
な
信
用
授
与
と
い

う
よ
り
も
、
取
引
の
、
主
導
性
冶
掘
っ
た
輸
出
荷
人
が
繊
物
購
入
に
際
し
て
一
部
現
金
払
、
残
部
手
形
払
を
な
し
に
結
果
か
も
知
れ
な
い
。
然

し
、
後
者
に
対
す
る
信
用
供
与
は
商
人
の
生
産
支
配
へ
の
展
望
h
t
含
む
信
用
関
係
と
し
て
注
尽
に
値
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ニ
八
封
度
、
一
一
一
十

封
皮
の
腕
身
掛
買
い
ず
み
如
き
一
零
細
生
漆
者
、
な
対
象
と
し
、
そ
の
際
隣
人
か
ら
保
証
人
身
取
り
七
て
L
い
る
。
か
く
し
て
例
え
ば
、
才

l
ク

一
方
で
貿
易
港
の
荷
人
に
、

リ
ン
タ
ン
の
ロ
パ
ー
ト
・
チ
ャ
ダ

i
タ
ン
は
ア
レ
ク
サ
ン
グ

1
・
ス

i
ス
の
掛
買
い
し
に
跡
糸
の
保
証
人
と
し
て
七
シ
リ
ソ
ン
グ
の
債
務
を
チ

耳
タ
ム
家
に
負
う
て
い
た
と
い
う
如
く
。

ヘ
ン
リ

i
〈

i
一
六

O
一
ニ
)
ち
ま
に

gow己
0
5
な
ど
や
取
扱
う

-hg問
。

E
口付
Z

で
あ
つ
に
が
、
彼
の
四
子
は
そ
れ

ぞ
れ
毛
織
物
と
腕
織
物
の
双
方
命
取
引
し
て
成
功
し
に
の

HCS目
白
円
で
あ
り
、
ロ
ロ
σロ
門
同
日
一
宮
司
で
あ
っ
て
、
チ
ェ
タ
ム
家
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ジ
ェ
ム
ズ
の
息
、

!
の
「
フ
ア
ス
叩
ア
イ
ア
ン
南
人
」
と
し
て
重
き
を
な
し
に
の
は
こ
の
世
代
に
お
い
て
で
あ
つ
に
。
長
子
ジ
ェ

l
ム
ズ
(
一
五
六
五
;
一
六
五

四
)
と
三
男
ハ
今
リ
ィ
(
一
五
八

O
i
一
六
五
一
一
一
)
は
ロ
ロ
σロ
身
者
誌
に
ゐ
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
テ
ィ
ピ
ィ
ン
グ
の
も
と
に
徒
弟
奉
公
ゃ
な
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し
、
二
男
シ
ョ

1
ジ

(
一
五
七
六
!
一
六
二
六
)
は
サ

t
z
エ
ル
の
弟
で

E
ぬ
H10
加
問
。
円
ぬ
史
凶
阿
川
口
mw
ロ
門
凶
器
同
)
⑦
円
で
あ
っ
た
ジ
ョ

i
ジ
・
テ
ィ

ピ
ィ
ン
グ
に
徒
弟
入
り
し
に
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ェ
タ
ム
は
徒
弟
奉
公
中
既
に
ロ
ン
ド
ン
に
移
っ
て
テ
ィ
ピ
ィ
ン
グ
家
代
理
人
の
職
務
や
果
し
て
い
た
が
、
満
期
後
も
引
続

き
ロ
ン
ド
ン
に
と
ど
ま
っ
て
?
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
の
交
易
に
従
事
し
た
ら
し
く
、
一
六
一

O
年
頃
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
テ
ィ
ピ
ィ
ン
グ
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
在
結
び
、
間
キ
一
の
事
業
に
…
一
一
一
一

O
時
や
投
資
し
て
い
る
。
そ
の
営
業
内
容
は
両
者
と
も
に
己

2za
し
て
陣
織
物
・
綿
花
・

綿
糸
・
毛
織
物
の
売
買
に
従
事
す
る
の
で
あ
り
ゐ
が
、
テ
ィ
ピ
ィ
ン
グ
の
?
ン
チ
ェ
ス
タ

i
で
購
入
し
に
織
物
々
チ
ェ
タ
ム
が
ロ
ン
ド
ン
で
販

売
す
る
こ
と
か
}
主
幹
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
チ
ェ
タ
ム
は
、
毛
織
物
取
引
の
利
益
の
一
一
一
分
の
一
と
、
麻
織
物
・
棉
花
・
綿
糸
取
引
の
利
益

経
済
学
研
究
開
問



ラ
ン
カ
シ
ャ

I
総
業
の
援
業
構
造
一
一

事手

聖子

の
二
分
の
一
冶
取
得
す
る
ほ
か
に
、

E
E
O
W
O
H
o
p
o田

3
や
，

A
g
q
m
5
3
な
ど
の
織
物
の
販
売
に
関
し
て
年
額
一
一
六
時
怖
か
}
受
領
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
経
営
の
重
心
は
明
ら
か
に
毛
織
物
売
買
に
あ
り
、
さ
れ
ば
テ
ィ
ピ
ィ
ン
グ
が
そ
の
利
雄
の
三
分
の
ニ
身
享
受
し

て
い
た
と
思
わ
れ

b
。
そ
れ
に
し
て
も
、
チ
エ
タ
ム
が
棉
花
及
び
綿
製
品
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
に
よ
り
多
く
の
分
前
身
お
さ
め
て
い
た
事
実

は
、
後
述
す
る
チ
ェ
タ
ム
兄
弟
の
ア
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン
一
織
身
基
礎
と
し
に
事
業
へ
の
移
行
そ
促
し
七
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
当
時
他
方
で
ジ
ョ

i
ジ
e

チ
ェ
タ
ム
は
徒
弟
満
期
の
弟
、

ハ
今
リ
ィ
と
共
同
し
て
事
業
治
営
む
に
室
り
、

一
六
二
六
年
に
彼
が
世
ぞ

去
る
ま
で
継
続
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
沿
結
ん
で
い
る
が
、
そ
の
経
営
内
容
は
、
例
え
ば
一
六
一
九
年
に
更
新
さ
れ
た
定
款
に
よ
れ
ば
一

万
酵
の
共
同
出
資
冶
な
す
ほ
ど
大
規
模
で
あ
り
、

し
か
も
こ
の
資
本
々
利
益
均
分
の
条
件
の
も
と
に
フ
ア
ス
ャ
ア
イ
ア
ン
治
主
に
し
に
商
品
の

-♂}話回)自

gz

tm刊号
m
w
H
Z

と
名
乗
っ
て
棉
花
買
付
け
、

と
称
し
、

プ
ア
ス
ィ
ア
ン
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取
引
に
充
用
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
も
ジ
ョ
ー
ジ
は
ロ
ン
ド
ン
に
駐
在
し
、

販
売
等
毎
分
担
す
る
が
、
ハ
ム
ブ
リ
ィ
は
?
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
あ
っ
て

々
な
形
で
農
村
の
生
産
者
に
販
売
し
、
購
入
し
士
織
物
h
q
ロ
ン
ド
ン
に
送
付
す
る
。
さ
れ
ば
、

り
十
二
月
十
五
日
ま
で
六
ナ
月
間
の
取
引
突
繍
は
、
棉
花
一
一
一
六
桝
今
必
ロ
ン
ド
ン
で
仕
入
れ
、
う
ち
一
一
一
十
相
そ
概
ね
一
樹
(
通
常
ニ
問
。
封

皮
)
ず
つ
卸
売
に
、

m
同
楠
宇
h
t

少
量
ず
つ
小
苑
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
少
く
と
も
そ
の
宇
ば
が
明
ら
か
に
掛
売
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

十
一
月
八
日
付
の
接
待
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
樹
平
均
ニ
一
時
の
儲
格
で
、
卸
売
に
十
七
口
一
ニ
一
一
一
四
傍
十
一
志
八
片
が
、

小
売
に
一
ニ
ロ
十
八
時
明
、
十
志
一
片
が
売
掛
金
と
し
て
支
払
期
日
明
記
の
う
え
記
録
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
と
並
ん
で
、
臨
糸
に
つ
い

て
も
、
卸
売
に
五
日
ハ
八
八

O
封
度
)
八
九
時
十
一
一
一
志
間
片
が
、
小
売
に
ニ
ロ
一
時
一
四
志
六
片
が
同
様
の
方
法
に
で
売
却
さ
れ
た
回
日
記
載

さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
チ
ェ
タ
ム
家
は
フ
ア
ス
4

ア
イ
ア
ン
織
の
原
料
ね
る
棉
花
並
び
に
臨
糸
の
配
給
業
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
原
料
生
一
一

同ロ丸山内
5
5
m
W
2
に
卸
売
す
る
か
、
或
い
は
荷
一
接
に
本
細
生
産
者
へ
掛
売
り

し
か
も
、
同
出
家
の

ロ
ン
ド
ン
よ
り
輸
送
さ
れ
に
棉
花
や
種

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
終
末
期
六
月
十
七
日
よ

i
六
カ
月
間
の
倍
周
忌
供
与
し
て
マ
ン
チ
且
ス
タ

i
周
辺
の

す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
に
は
隣
・
棉
双
方
そ
同
時
に
供
与
さ
れ
て
い
る
者
が
前
記
帳
簿
の
上
に
も
認
め
ら
れ
る
。



機
能
は
既
に
単
な
る
商
人
と
し
て
の
枠
な
超
え
、
商
品
交
換
の
価
格
差
の
み
よ
り
利
益
々
搾
出
す
る
も
の
で
は
な
く
、
或
程
度
ま
で
生
産
過

程
支
配
へ
の
志
向
冶
腕
芽
的
に
内
句
し
て
い
に
の
で
な
か
ろ
う
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
克
も
‘
こ
の
点
冶
共
体
的
に
確
証
す
る
す
べ
も
な
い

が
、
チ
エ
タ
ム
は
紡
糸
・
織
布
・
仕
上
に
関
し
て
広
汎
な
地
域
に
多
数
の
人
々
を
船
仙
し
て
い
七

ロM
m

凶ロロ片山凶
0
4
けロ吋ぬ】勺

で
あ
つ
に
と
言
わ
れ

る
し
、
先
の
前
渡
し
原
料
の
代
金
も
通
常
製
品
冶
チ
ェ
タ
ム
に
納
入
す
ゐ
こ
と
冶
以
て
相
殺
・
精
算
さ
れ
に
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

k
y
、
凡

て
の
原
料
が
掛
売
り
さ
れ
に
訳
で
な
い
の
と
同
様
に
、
ア
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン
織
縦
入
に
お
い
て
も
チ
Z

タ
ム
は
。
旬
。
ロ
自
民

w
a
tゐ
げ
ホ
ル
ト

の
筆
頭
で
あ
つ
に
。
こ
れ
も
フ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
は
仕
上
げ
々
な
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
諮
ら
れ
る
が
、

ン
市
場
で

一
六
二
六
年
八
・
九
月
の

八
遊
間
に
毎
週
一
一
tees-

六
樹
つ
L

発
越
し
、
合
計
二
七
相
、
一

O
五
一
疋
、
総
額
一

O
八
問
砕
(
一
疋
に
付
、
十
悶
志
i
ニ
五
志
六
片
)

し
て
い
る
。
締
こ
の
ほ
か
、
チ
エ
タ
ム
の
取
扱
商
品
は
吟
山

N
2・
8
3
0口
出
な
ど
の
毛
織
物
か
ら
、
織
布
工
の
使
用
す
る
雑
多
な
諸
道
共
や

日
用
品
に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
全
く
本
業
仁
ゐ
「
ブ
ア
ス
ア
イ
ア
ン
商
人
」
の
営
み
に
随
伴
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

更
に
注
意
や
惹
く
の
は
チ
ェ
タ
ム
家
の
土
地
乃
至
金
融
業
へ
の
投
資
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
に
述
べ
七
如
き
「
プ
ア
ス
}
ア
イ
ア
ン
南

人
」
と
し
て
の
営
み
が
可
成
り
の
資
本
蓄
積
や
実
現
し
て
も
、
鯨
剰
資
本
の
綿
業
へ
の
拡
大
投
資
は
凡
ゆ
る
面
で
制
約
さ
れ
て
い
士
。
例
え

6ラ

フ
ア
ス
日
ア
イ
ア
ン
の
海
外
輸
出
は
彼
の
織
物
が
主
と
し
て
閣

内
市
場
向
で
あ
つ
に
せ
い
も
あ
っ
て
こ
れ
に
も
携
わ
れ
ず
、
総
じ
て
貿
易
分
野
に
お
け
る
活
動
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
商
人
に
と
っ
て
糸
口
ロ

ン
ド
ン
南
人
に
対
す
ゐ
程
門
戸
が
開
か
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
も
と
も
と
生
産
部
商
へ
の
投
資
が
唯
一
の
活
路
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
‘
こ
の

段
階
の
家
内
工
業
や
対
象
と
し
て
?
ン
チ
ェ
ス
タ

l
商
人
の
資
本
が
積
極
的
に
生
産
必
支
配
し
、
生
産
授
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
利
潤
の
獲
得

沿
意
図
し
う
る
ま
で
に
は
客
観
的
条
件
が
成
熟
し
て
い
な
か
っ
に
。
こ
れ
は
後
年
直
接
生
産
者
賠
の
分
解
が
更
に
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

躍
史
の
日
程
に
あ
が
る
べ
き
事
柄
に
印
刷
す
る
が
、
と
も
か
く
彼
等
の
余
剰
設
本
は
せ
い
ぜ
い
主
と
し
て
農
村
の
小
前
貸
資
本
家
に
原
料
の
前

渡
在
行
う
か
、
牛
小
允
は
彼
の
織
物
々
購
入
す
ゐ
商
人
に
対
し
て
販
売
期
間
の
信
用
冶
認
め
る
か
の
経
度
そ
超
え
て
危
険
な
く
充
用
し
う
る
可

ば
、
原
棉
の
直
接
輸
入
は
レ
グ
ア
ン
ト
・
カ
ム
パ
ニ
ィ
の
独
占
に
抑
え
ら
れ
、

経
済
学
研
究
開
問



ラ
ン
カ
シ
ャ
!
紛
議

ω

手ミ

!jlf 

能
性
が
晴
ん
ど
な
か
っ
に
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
彼
の
余
剰
資
本
は
綿
業
や
出
て
他
の
安
全
な
期
日
々
求
め
七
の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
と
ハ
今
リ
ィ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
既
に
一
六
一
九
年
以
降
「
ア
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン
南
人
」
と
し
て
の
業
務
や
拡
張
す
る
よ

り
も
寧
ろ
余
剰
資
本
身
土
地
購
入
に
投
じ
て
い
る
。
一
二
年
に
は
ク
レ
イ
ト
ン
・
ホ
ー
ル
(
?
、
J

チ
ェ
ス
タ

l
近
傍
)
の
土
地
ぞ
陪
七

0
0

時
で
購
入
し
、
引
続
き
四
年
間
に
隣
接
地
や
一
一

0
0傍
に
て
買
い
加
え
て
い
る
。
更
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
死
後
も
ニ
八
年
に
は
ボ
ル
ト
ン
山
側
近

に
借
地
農
六

O
人
々
擁
す
る
土
地
や
一
一
一
五

0
0掠
で
等
ず
と
い
う
如
く
、
以
後
益
々
広
大
な
土
地
身
学
中
に
お
さ
め
て
ジ
ェ
ン
ト
ル
?
ン
ヘ

し
か
も
彼
ら
に
対
す
る
貨
幣
貸
付
の
結
巣
抵
当
流

と
転
化
し
て
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
窮
乏
し
な
貴
族
よ
り
購
入
ル
に
も
の
が
多
く
、

れ
と
し
て
獲
得
し
士
も
の
も
砂
く
な
い
。
殊
に
そ
れ
は
ピ
ュ
リ
タ
ン
卒
命
中
の
主
党
一
派
に
対
す
る
土
地
淡
牧
や
和
解
金
賦
課
に
よ
り
問
土
地

貴
族
の
淡
落
す
る
に
応
じ
て
頻
々
で
あ
つ
に
。
尤
も
、
チ
ェ
タ
ム
家
が
貴
族
身
対
象
と
し
て
大
規
模
に
演
じ
立
と
同
様
の
機
能
や
農
村
の
織

チ
デ
タ
ム
は
地
主
で
あ
る
と
同
時
に
地
方
銀
行
家

- 66-

元
は
小
生
産
者
そ
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

メ
カ
ユ
可
ム

会
革
命
」

(
ω
E
S
2
8
0目
白
山
吋
ぬ
ぐ
。
日
口
氏
。
ろ
の
機
構
と
名
づ
け
て
い
る
。
と
ち
あ
れ
、

ウ
ノ
オ
ヅ
ワ

i
ス
は
か
t

ふ
る
金
融
と
抵
当
に
基
く
社
会
的
階
級
の
再
編
h
q

「
小
社

の
先
臨
者
と
な
っ
て
い
に
が
、
・
ハ
ム
ブ
リ
ィ
の
一
六
五

六
七
回
八
時
、
高
口
問
そ
の
他
の
動
産
は
一
四
五
九
時
で
あ
つ
に
と
い
う
。

年
に
の
こ
し
た
遺
産
額
は
、

五
六
八
八
時
が
貸
付
金
及
び
抵
当
で
あ
り
、
現
金
は

以
上
テ
ェ
タ
ム
家
の
経
営
に
よ
り
「
ア
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン
繭
人
」
の
機
能
沿
瞥
見
し
に
の
で
あ
る
が
、
こ
の
積
の
多
彩
な
社
会
的
活
動
身
続

け
に
商
人
の
例
は
当
時
の
マ
ン
チ
ヱ
ス
タ

l
帰
社
に
決
し
て
珍
ら
し
く
な
い
。
例
え
ば
、
ソ
オ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
の
言
。
自
白
ロ
で
あ
っ
七
へ
ン

ワ
ィ
・
日
ソ
グ
リ
ィ
以
下
多
く
の

日山口町山口門町
8
2・
君
。
。

HMg
母印刷
}2
の
名
も
v
h
げ
ら
れ
ゐ
が
、
殊
に
リ
グ
リ
ィ
は
ニ
十
年
代
よ
り
フ
ア
ス

ぷ
ア
イ
ア
ン
取
引
に
携
わ
り
、
矢
張
り
土
地
購
入
と
?
金
融
業
に
余
剰
設
本
丸
信
注
入
し
、

ハ
ム
ブ
リ
ィ
の
後
任
と
し
て
ラ
ン
カ
シ
ャ

i
の
窓
ぬ
げ

ωげ
σ吋山
内
町

の
職
に
も
就
い
て
い
る
。

一
六
四
六
年
に
お
け
る
戎
の
如
き
財
産
評
価
は
彼
が
チ
ェ
タ
ム
と
全
く
同
様
の
ブ
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン
南
で

あ
つ
に
こ
と
そ
示
す
。
す
な
わ
ち
、

彼
は
ロ
ン
ド
ン
に
ブ
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン

の
商
品
衣
熔
治
五
一
同
一
ニ
勝
、
同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
商



品
取
引
の
結
果
と
思
わ
れ
る
依
椋
や
瓦
一
一
一
一
向
勝
、
現
金
と
合
計
し
て
一

O
、
問
。
一
時
有
し
七
し
、
焦
げ
つ
き
の
貸
金
は
一
八

O
一
時
で
、

う
ち
農
村
に
は
利
子
付
で
四
四
傍
か
ら
五
五

O
時
ま
で
の
額
冶
十
九
日
も
っ
て
い
に
。
こ
の
ほ
か
一
六
四
一
年
に
リ
グ
リ
ィ
が
他
の
?
ン
チ

品
ス
タ

l
商
人
と
と
も
に
プ
ワ
ス
ト
ル
に
舶
載
さ
れ
る
同
印
度
棉
の
金
額
沿
購
入
せ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

か
ら
締
め
出
さ
れ
に
新
興
商
人
が
重
要
性
や
増
し
つ
L
あ
る
植
民
地
相
花
の
輪
入
ぞ
独
占
せ
ん
と
企
図
し
た
事
例
と
し
て
興
味
深
い
。

決
(

1

)

こ
の
攻
の
絞
述
は
主
と
し
て
ウ
オ
グ
ワ

i
ス
と
?
ン
の
共
務
の
第
二
邑
ぷ
第

に
依
拠
し
た
。

(
2
〉
モ
ス
リ
イ
家
は
ニ
コ
ラ
ス
(
一
五
二
七
|
二
ハ
一
二
〉
の
一
代
に
ロ
ン
ド
ン
と
の
交
日
却
に
従
事
し
て
践
を
な
し
、
?
ン
ナ
エ
ス
タ
!
と
ハ
ア

ω
マ
ナ

ー
を
交
い
と
っ
た
家
柄
で
あ
る
が
、
そ
の
孫
ア
ン
ト
ニ
イ
が
一
六

O
七
年
に
設
践
と
す
る
処
は
次
の
知
ケ
で
あ
る
。
以
て
十
七
党
総
知
刊
の
級
一
万
の
経
滋

規
模
が
祭
せ
ら
れ
よ
う
。

(
自
宅
に
あ
っ
た
織
物
)

同
M
M
O
口

命

的

ゐ

吋

O

日
明
吋

凶∞

ロ
ン
ド
ン
市
場
で
外
国
貿
易

節
「
?
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ア
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン
尚
人
」
ハ
ニ
九

l
一
一
一
五
災
)

一
h

N
品
吋

a

L

m

N

N

中

市

凶

こ
の
ほ
か
に
、
主
と
じ
て
織
物
収
引
に
畑
作
っ
て
発
生
し
た
と
忠
わ
れ
る
崎
問
機
が
一
一
一
一

O
O
惨
で
あ
っ
た
。
ハ
ロ
向
口
山
O
H
p
o
u
-
n円
仲
3

司・

u
u・〉

ハ
3
)
こ
の
ほ
か
、
梢
片
付
金
も
合
め
て
、
当
昨
吋
の
般
絡
は
次
の
如
く
要
約
さ
れ
る
。

同町
O
向
。
巧
即
日
仲
間
明

。
司
回
目
白
田

。
。
仲
仲
色
白
田

切
日
開

n
W
C
O件
付

O口

刻

印

公

の

同
H
M
〈
問
的

5 少

o P. 

VJ 
吋-0¥0 

ハ
尚
人
及
び
仕
上
工
の
も
と
に
あ
っ
た
州
刷
物
〉

M
M
山

由

口

出

師

紅

白

品

品

目

。

〕

1

U
A

明
』

「

H
W
吋
O
同
門
凶
ヨ
ー
叩
回
目
付
目
的

〆
の
門
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四
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Eコ
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Eコ
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曲
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冊
目
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国
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O 

日
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O 

Y
向
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ロ
m
w
M
1

円
四
回
仲
山
口

J
1
月

日

0
5
叫
ロ

B
由
〈
仲
町
叩
玄
関
}
回
目
的
仲
ぴ
印
山
口
閥
抗

N
O口
但
H
M
門

ご

o
d
q
g仲
h

r

目
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曲
・
〉

経
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研
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開
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i
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自
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句コ
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吋
田
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M
M
N
占

N
H
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H
H
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Q
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p
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同
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山
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明
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十
七
世
紀
の
産
業
推
進
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ラ
ン
カ
シ
ャ

i
綿
業
の
構
造
、
そ
確
立
期
に
つ
い
て
以
下
に
補
日
応
し
よ
う
。

輸
入
が
関
歌
的
で
、
か
つ
儲
絡
変
動
の
激
し
い
柏
花
冶
、
巧
み
な
市
場
操
作
に
よ
っ
て
大
量
に
購
入
し
士
チ
ェ
タ
ム
や
リ
グ
リ
ィ
な
ど
の

大
商
人
資
本
家
は
、
こ
れ
や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
に
輸
悲
し
、
彼
ら
の

前
項
の
叙
述
か
ら
も
幾
分
の
示
唆
ぞ
持
ら
れ
に
で
あ
ろ
う
が
、

て

へ
配
給
す
る
。

彼
ら
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
大
陸
か
ら

の
輸
入
臨
糸
々
も
ほ
ピ
棉
花
と
間
一
様
に
取
扱
う
。
然
し
、

大
商
人
自
ら
が

の
基
幹
そ
な
し
に
と
思
わ
れ
る
学
農
宇
工
の
織
布
工

や

工
に
原
料
の
給
付
や
直
接
に
行
つ
に
の
は
さ
ほ
ど
支
配
的
な
配
給
路
で
な
い
。
寧
ろ
一
向
者
間
に
チ
ェ
タ
ム
が
棉
花
を
卸

同
封
判
。
ぴ
印
叶
誌
の
如
き
地
域
的
な
活
動
閤
冶
も
つ
に
仲
介
商
人
静
の
介
在
す
る
の
し
に

P
由
民

5

5向日
向
。
吋

や
リ
グ
リ
ィ
が
机
花
売
却
冶
委
託
し
に

が
常
態
で
あ
っ
七
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
農
村
に
拠
点
そ
も
つ
中
間
的
前
貸
人
が
∞
百
円
込
山

8
5ロロ
M
1
2
6
Z
M
1
2
と
し
て
各
自
細
張
り
内
の

小
生
産
者
に
原
料
治
供
給
し
、
関
内
の
小
生
海
者
は
概
ね
両
市
場
と
の
直
接
的
接
触
身
錯
断
さ
れ
て
い
に
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
大
別

し
て
二
段
蹄
に
分
れ
る
こ
の
原
料
供
給
機
構
は
い
づ
れ
も
広
汎
な
信
用
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
極
少
量
の
取
引
に
至
る
ま
で
吟
ん
ど
凡
ゆ
る



売
買
か
上
級
安
本
家
よ
り
の
信
用
授
受
関
係
身
伴
っ
て
い
仁
の
で
あ
る
。
か
も
ふ
る
資
本
乃
至
信
用
の
商
業
よ
り
定
業
へ
の
移
入

(
宮
〉

ン
の
所
詔
「
内
的
下
降
的
移
入
L
)

は
家
内
ヱ
業
の
形
態
に
あ
つ
に
十
七
秋
紀
の
一
ア
ン
カ
シ
ャ

i
綿
業
そ
発
展
せ
し
め
る
う
え
に
捻
進
的
媒

介
の
役
割
そ
果
し
て
い
に
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
の
十
六
吠
紀
に
つ
い
て
も
二
一
一
口
し
仁
如
く
で
あ
る
0

4

ん
も
、
チ
ェ
タ
ム
の
例

に
示
さ
れ
た
通
り
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
商
人
の
生
産
支
配
は
、
主
と
し
て
長
村
の
小
前
貸
間
一
肢
と
の
間
の
売
買
関
係
に
お
い
て
原
料
の
前
貸

に
対
す
ゐ
製
品
の
賀
市
と
い
う
形
の
緩
や
か
な
支
配
内
容
や
こ
不
し
、
し
か
も
後
者
は
市
一
議
生
産
者
に
一
時
前
貸
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
点
よ
り
み
れ
ば
問
綾
的
な
間
版
制
支
配
七
る
に
過
ぎ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
同
時
に
彼
ら
は
地
方
市
場
に
お
け
ゐ
織
物
の
腕
入
と
い
う
純
商

業
的
機
能
に
も
重
大
な
関
心
そ
払
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
応
は
そ
の
機
能
を
未
亡
「
恐
ら
く
の
現
実
の
組
織
者
で
あ
る
よ
り
も
、

ろ
配
給
業
者
で
あ
り
商
人
で
あ
っ
仁
」
と
も
称
し
う
勺
〉

(
ア
ン
タ
ィ

?
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
大
高
人
よ
り
原
料
そ
砕
入
す
る
か
、
又
は
信
用
組
出
身
与
え
ら
れ
仁
前
渡
に
よ
っ
て
原
料
の
供
給
な
受
け
七

P
注
目
白
ロ

宮
町
長
山
ア
名

ω
Z
Zア
。
ぴ
釦
℃
日
告

の
中
川
附
的
前
質
問
佳
乃
至
仲
介
商
人
は
、
或
い
は
こ
れ
ぞ
同
日
目
白
老

S
2吋
な
ど
に
凶
前
貸
を
し
、
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或
い
は
組
市
に
で
販
売
し
、
或
い
は
ま
土
小
織
一
苅
と
直
接
取
引
ぞ
行
う
が
、
最
後
の
場
合
に
お
い
て
も
現
金
で
即
刻
支
払
わ
れ
ゐ
の
は
少
額

で
あ
り
、
矢
張
り
数
カ
月
の
信
用
品
在
与
え
仁
り
、
手
形
の
出
伏
期
、
か
行
わ
れ
る
。
然
し
、
こ
れ
ら
長
村
の
小
資
本
家
は
概
ね
そ
の
地
の
一
か
ど

の
資
詩
家
で
、
?
ン
チ
ェ
ス
タ

i
商
人
と
の
関
係
に
お
い
て
も
ご
悼
の
独
立
性
冶
保
ち
、
必
ず
し
も
一
人
の
商
人
と
の
信
用
間
関
係
に
拘
束
さ

れ
て
取
引
の
白
山
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
更
に
、
彼
ら
は
織
布
・
仕
上
な
ど
若
一
十
の
工
程
に
関
し
て
自
己
の
職
場
な
経
営
す
る
こ
と
も

稀
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
れ
ば
農
村
の
生
産
者
騒
に
対
し
て
も
勘
か
ら
ざ
ゐ
親
近
性
そ
布
し
、
彼
ら
こ
そ
正
々
に
農
民
乃
至
工
業
生
産

者
自
身
の
隊
伍
か
ら
踏
顕
し
て
「
学
製
造
業
者
、
今
商
人
の
資
本
家
的
要
素
」
に
上
昇
し
て
行
つ
仁
端
初
的
漆
業
資
本
家
尉
の
母
胎
で
あ
っ

仁
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

彼
ら
の
小
生
産
者
に
対
す
る
前
貸
棋
は
秘
め
て
本
細
で
、

そ
の
支
配
内
森
も
生
漆
券
の
独
立
性
史
夫
き

去
か
河

vF
汗

E
H

タ
庁
、

3
5
γ
自
名
y
r
y



ラ
ン
カ
シ
ャ

i
綿
業
の
援
業
構
造
一
一

裏手
里子

如
何
に
応
じ
て
以
内
縛
皮
々
増
す
。
例
え
ば
、
先
述
し
た
ジ
ェ

i
ム
ズ
・
チ
ェ
タ
ム
の
営
み
も
そ
の
例
で
あ
る
が
、
ア
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
に
関
し

て
は
。
ブ
ラ
ッ
ク
パ

i
ン
の
自

0
2
2
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
ヴ
ア
ン
ズ
が
一
六

O
九
年
に
提
訴
し
て
い
ゐ
記
録
在
比
一
一
か
興
味
あ
る
も
の
と
し
て
あ

(
白
〉

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

乞
同

5
0

の
白

0
・
。
。
者
ぴ

O
吋
H
M
O

〉吋
);" :::r 
~ g 
民間
g U 
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H
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回
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件

。
何
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・

3s-g即
日
冊
可

包
括
V

4
匂
E
M
H
a

ト
『

C
F口
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吋
円
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国
件

。

ロ

4
出
吋
斗
ロ
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回
目
H.
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H
A
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日
刊

匂

4
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付
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凶
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出

n
W
M
V
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出

伊
肉
冊
目
目
。
吋

切
目
印
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内
向
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ロ
吋
ロ

Y
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目
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岡、日
H
W
四
国
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可
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口
口
口
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同
氏
O
H
M
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口
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目
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〈
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ii5"・EZ
ロ邑巧

3Z 
告白
(l> 
吋

こ
L
に
列
挙
さ
れ
に
の
は
紋
下
厨
の
生
産
者
で
あ
り
、

少
量
ず
つ
の
原
料
を
担
保
な
し
に

ぴ
O
O
W
の
円
。

ρ目
付

円
凶
出
ぴ
件
。
吋

時

O吋

間
同
国
G
Z
H
M
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仇
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凶

C入

iψ 

己。

ミ示

O 吋

v，) 

込ミミ

i¥ふ

Cコ

、占活

v，) 

.. ぉ

『

ζコ

ζコ

恐
ら
く
満
足
な
土
地
そ
の
他
の
財
産
必
所
布
し
な
か
っ
に
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

の
方
法
で
前
貸
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
t

ふ
る
場
令
は
殊
に
問
屋
に
対
す
る

性
が
強
く
、
不
利
な
前
貸
条
件
h
f，
仲
口
受
す
る
こ
と
も
あ
つ
に
と
思
わ
れ
る
。

者
に
対
す
る
原
料
給
付
冶
飽
か
な
が
ら
行
っ
て
い
士
こ
と
は
既
に
一
部
し
に
し
、

部
各
地
の
織
布
工
や

。
げ
m凶
〕
)
問
斗
戸
川
凶
同
凶

チ
エ
タ
ム
兄
弟
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
こ
の
よ
う
な
小
生
産

?
グ
リ
ィ
も
ま
七
一
六
一
一
一
一
年
以
昨
は
一
ア
ン
カ
シ
ャ

i
南
東

と
の
問
に
彼
ら
の
小
保
有
地
冶
抵
当
に
し
仁
取
引
・
信
川
関
係
や
結
ん
で
い
る
の
に
が
、

そ
れ
ら
の
契
機



よ
り
支
払
能
力
の
限
度
身
超
え
て
債
務
そ
負
う
に
五
つ
に
生
薦
者
の
土
地
所
有
権
は
ふ
八
わ
れ
、
惹
い
て
は
次
第
に
経
桝
上
の
独
立
牲
が
奪
わ

れ
行
く
傾
向
ぞ
辿
つ
に
ゆ
」
と
は
終
日
拐
に
想
像
さ
れ
ゐ
処
で
あ
ろ
う
。

さ
で
、
以
上
の
概
観
ゆ
必
要
約
す
る
と
-
ア
ン
カ
シ
ャ

i
綿
業
の
構
造
に
は
一
応
被
い
な
が
ら
も

同
口
出
片
山
山
口
弘

σ知山
α門
田

i
v町
広
田
氏
防
ロ
ロ
回
向
付
ぬ
門
間

中内

5
片
山
刊
誌
当

S
5
2
と
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
湖
一
の
支
配
体
系
が
構
成
さ
れ
て
い
ゐ
の
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
綿
業
と
併
存
し

て
い
に
-
ア
ン
カ
シ
ャ

i
東
部
の
、
或
い
は
ウ
プ
〈
ト
・
?
?
テ
ィ
ン
ダ
の
紡
毛
工
業
と
比
較
す
る
と
き
、
こ
れ
ら
北
部
の
紡
毛
ヱ
業
は
主
と

毛
織
物
市
場
も
よ
り
広
汎
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
更
に
綾
や
か
な
産
業
構
造

じ
て
羊
毛
供
給
源
が
杭
花
の
如
く
に
い
同
閉
山
さ
れ
ず
、

ル
円
熟
し
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
紘
一
冗
が
一
方
の
商
人
か
ら
原
料
や
掛
賀
し
て
他
方
の
商
人
に
織
物
や
掛
売
す
る
、

つ
ま
り
同

時
に
双
方
に
対
し
て
信
用
関
係
企
結
び
な
が
ら
特
定
の
商
人
に
拘
束
さ
れ
な
い
で
自
由
な
経
営
そ
続
け
る
こ
と
す
ら
一
般
に
み
ら
れ
に
の
で

小
は
所
説
「
家
父
長
制
工
業
様
式
い
と
も
一
一
斉
う
べ
き
、
家
族
と
せ
い
ぜ
い
徒
弟
一
人
の
協
業
に
よ
っ
て

あ
る
。
尤
ち
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、

週
に
一
反
の
織
物
々
生
産
す
ゐ
程
度
の
小
織
一
冗
か
ら
、
紡
績
工
や
織
布
工
の
小
規
模
な
民
主
や
経
て
、
仕
上
工
税
や
商
人
と
し
て
の
機
能
を

も
粂
ね
営
れ
り
大
織
一
川
に
一
台
ふ
る
ま
で
の
幅
広
い
分
布
そ
と
っ
て
資
本
機
能
乃
五
経
営
規
模
の
分
化
は
進
寸
ん
で
い
に
の
で
あ
る
が
。

と
こ
ろ
で
、
仁
と
え
一
ア
ン
カ
シ
ャ
!
の
綿
・
毛
・
陣
三
繊
維
の
産
業
構
造
が
形
態
上
に
悲
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
ル
一
も
っ
て
い
に
と
し
て
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も
、
構
造
の
内
昨
一
六
そ
規
定
す
ゐ
基
本
的
特
坑
に
お
い
て
は
い
づ
れ
も
市
式
規
制
工
業
と
兆
一
亡
し
く
呉
ツ
立
性
絡
そ
共
有
す
ゐ
。
す
な
わ
ち
、
各

々
が
高
度
な
経
栴
的
白
山
別
々
分
ち
も
っ
て
い
て
、
凡
そ
大
南
人
が
現
実
に
有
効
な
独
占
身
保
持
す
る
こ
と
も
な
か
っ
に
の
で
あ
る
。
こ
れ
な

旅
威
に
よ
れ
ば
、
「
経
消
的
に
み
て
、
一
ブ
ン
カ
シ
ャ

i
は
M

側
め
て
組
々
な
る
規
模
の
資
本
含
有
す
る
商
人
七
ち
の
錯
維
と
い
う
観
が
あ
る
。

農
村
工
業
の
構
造
は
未
記
甚
江
府
騒
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
に
。
殆
ん
ど
分
類
し
づ
ら
い
程
の
谷
組
な
売
買
の
集
り
か
ら
な
る
無
数
の
取
引
:

・
・
そ
れ
は
極
々
の
郡
一
の
資
本
家
の
和
友
に
交
錯
し
て
い
る
機
能
冶
鰍
示
し
て
い
る
が
、
然
し
そ
れ
は
変
化
に
官
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

展
し
つ
L

あ
る
工
業
の
活
力
と
弾
力
性
そ
、
ま
仁
そ
の
(
新
興
工
業
)
が
と
り
代
り
つ
t
A

あ
っ
仁
規
制
工
業
と
は
非
常
に
か
け
は
な
れ
に
も

総
務
学
研
究
開



一
フ
ン
カ
シ
ャ

i
綿
業
の

押
宇
野

の
で
あ
る
こ
と
身
想
起
さ
せ
る
。
時
代
は
小
資
本
の
人
(
印
器
対
ロ

5
8
)
さ
え
相
当
の
好
機
冶
附
ん
立
過
渡
期
で
あ
っ
吋
」
と
述
べ
て
い

る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
一
大
び
確
立
し
た
フ
ア
ス
ア
イ
ア
ン
工
業
必
着
笑
な
発
肢
へ
と
導
く
基
礎
に
な
っ
た
こ
の
自
由
な
構
造
は
、
七
ど
に

綿
業
の
み
の
内
部
事
情
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
寧
ろ
こ
の
地
の
社
会
経
例
的
な
背
景
と
結
び
あ
わ
せ
て
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ふ
A
V

で
も
な
く
、

こ
れ
に
関
し
て
は
凡
ゆ
る
角
度
か
ら
の
考
察
と
そ
れ
ら
の
綜
合
的
な
理
解
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
取
敢
え
ず
こ
L
で
は
必

要
な
限
り
で
若
干
の
要
点
在
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

す
な
わ
ち
、
従
来
も
屡
々
述
べ
て
き
七
如
く
、

一
ア
ン
カ
シ
ャ

i
工
業
は
典
郡
一
的
な
山
崎
村
工
業
と
し
て
展
開
し
て
き
に
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
単
に
農
村
に
立
地
す
る
こ
と
に
よ
り
特
権
都
市
に
お
い
て
は
依
然
維
持
さ
れ
て
い
仁
工
業
規
制
の
施
行
か
ら
凶
避
さ
れ
や
す
か
っ
七
と
い

う
事
倍
以
上
に
、
封
建
制
崩
壊
後
に
笑
現
し
て
い
に
農
村
社
会
の
自
由
な
機
構
沿
の
屈
に
も
荒
々
と
移
植
し
て
き
て
い
る
こ
と
そ
意
味

す
る
。
例
え
ば
、
白
山
な
土
地
所
有
制
度
乃
五
土
地
市
場
の
確
立
、
独
立
自
常
農
民
府
の
広
汎
な
成
立
、

エ
ン
ク
日
l-
ジ
斗
ア
と
資
本
制
農

-72-

業
の
勃
山
県
等
々
と
い
う
ご
惑
の
進
同
服
、

こ
れ
は
農
業
と
続
接
不
可
隣
の
関
係
に
あ
っ
た

に
絶
え
ず
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
息
吹
身
諮
り
こ
む
結

果
と
な
り
、

凡
ゆ
る
階
居
の
農
民
が
土
地
所
有
ぞ
踏
台
と
し
て
各
々
能
力
に
応
じ

t
規
模
の

に
介
入
す
る
こ
と
や
可
能
な
ら
し

め
、
土
地
所
有
h
f
相
粁
と
し
て
蓄
積
さ
れ
七
資
本
の

へ
の
投
入
む
包
括
般
に
し
、

波
詳
し
七
農
村
学
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
低
限
胤
な
労
働
力
そ

議
官
に
提
供
せ
し
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
廷
に
工
業
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
余
剰
読
本
の
流
入

っ
て
農
業
に
お
け
る
資
本
制
生
産
が
促

進
さ
れ
ゐ
と
と
も
に
そ
の
反
射
と
し
て
}
勝
拡
大
さ
れ
に
規
模
で
推
転
さ
れ
る
。
か
L

ゐ

資

本

の

農

業

よ

り

へ

の

移

入

と

り

山

政

へ
の
回
流
が
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
ヱ
業
に
自
由
な
産
業
構
造
や
打
ち
出
し
、
か
つ
加
速
度
的
な
発
段
々
推
進
す
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
に

こ
と
は
疑
い
得
な
い
の
で
あ
り
、

こ
の
括
経
な
交
流
へ
の
途
冶
開
い
て
い
土
産
村
社
会
の
構
造
、
か

の
基
盤
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
然
し
こ
の
点
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
努
ね
く
オ
ギ
リ
ス
全
般
に
認
め
ら
れ
ゐ

あ
っ
て
、
単
純
に
ザ
ア
ン
カ
シ
ャ
!
の
み
の

偶
有
現
象
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
別
の
条
件
が
が
潟
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
綿
業
が
山
川
(
州
民
的
農
村
工
業
と
し
て
完
全
な
自
肉
や
享
受



じ
符
ゐ
上
に
は
こ
の
地
方
に
お
い
て
都
市
の
対
立
が
殆
ん
ど
徹
弱
で
あ
っ
仁
と
い
う
率
的
が
次
に
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

期
知
の
如
く
、
十
六
・
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
特
権
都
市
の
去
来
そ
新
興
農
村
工
業
と
の
競
争
か
ら
保
護
す
る
に
め
-
ア
品
、
l
ダ

i
・ス

テ
品
ア

l
ト
朝
の
工
業
規
制
が
繰
返
し
制
定
さ
れ
に
の
で
あ
っ
て
、
前
者
の
利
害
に
基
い
て
産
業
の
国
家
統
制
冶
維
持
す
る
こ
と
が
当
時
の

い
ま
そ
の
怠
義
に
関
し
て
改
め
て
校
言
を
貸
す
必
要
も
な
い
が
、
こ
の
政
策
も
少
数
の
勢
力
劣
弱
な
特
権
都
市

一
貫
し
に
政
策
で
あ
っ
七
。

や
擁
し
に
に
過
ぎ
な
い
ラ
ン
カ
シ
ャ

i
に
お
い
て
は
畢
党
満
足
な
る
成
果
冶
牧
め
で
い
な
い
。
織
布
工
条
例
然
り
、
徒
弟
訟
も
然
り
で
あ
つ

に
。
こ
れ
や
例
え
ば
非
特
権
都
市
ロ
ツ
チ
デ

i
ル
に
み
て
も
、
僅
か
に
数
条
の
街
並
と
市
場
の
あ
る
十
字
路
沿
も
つ
に
逝
ぎ
ず
、
建
物
は
概

ね
織
物
取
引
の
商
談
さ
れ
る
病
屋
、
羊
毛
路
、
の
目
。
岳
山
ぬ
吋
唱
自
民
の
O
H
W

内山
g
U
2
の
庖
及
び
倉
時
、
結
械
・
染
色
工
場
か
ら
な
る
貧
弱
な
町
で

あ
る
に
拘
ら
ず
、
周
辺
十
一
マ
イ
ル
一
や
方
の
小
保
有
地
に
散
尽
す
る
移
し
い
数
の
生
産
者
に
ち
に
と
っ
て
織
物
の
仕
上
及
び
市
場
中
心
地
と

し
て
の
役
割
そ
果
し
、
織
一
冗
で
す
ら
会
津
守
町
に
も
ち
つ
L
仕
事
は
数
マ
イ
ル
離
れ
仁
保
有
地
で
営
む
と
い
う
状
態
で
あ
引
に
。
そ
れ
故
、
お

よ
そ
殊
更
に
保
護
す
べ
き
都
市
の
利
害
も
考
え
ら
れ
ず
、
都
市
と
農
村
の
利
害
は
一
致
し
て
い
た
と
言
う
よ
り
も
寧
ろ
都
市
の
利
益
は
農
村

工
業
の
繁
栄
に
依
存
し
て
い
七
と
い
う
べ
き
で
あ
つ
に
。
さ
れ
ば
農
村
工
業
の
存
立
と
両
京
し
特
な
い
工
業
規
制
の
適
用
は
除
外
せ
ざ
る
そ

~ 73-

得
な
い
の
も
当
然
で
あ
つ
に
。
克
も
、
こ
与
に
お
い
て
も
絶
対
王
政
の
伝
統
的
政
策
か
ら
全
く
制
限
艇
で
あ
り
特
七
の
で
は
な
く
、
況
し
て
乎

離
し
の
自
由
空
写
受
し
て
い
七
の
で
も
な
い
。
農
村
工
業
地
帯
の
中
心
に
あ
っ
て
も
、
州
問
え
ば
隣
接
ウ
エ
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
リ
l
ヅ

は
一
六
二
六
年
に
特
許
状
が
下
附
さ
れ
、
一
部
商
人
の
策
動
が
功
そ
奏
し
て
新
な
特
権
都
市
と
し
で
発
足
し
て
い
る
O

叩
ア
ン
カ
シ
ャ
ー
で
は

に
と
え
か
t

ふ
る
少
数
富
裕
商
人
協
同
の
独
壌
は
み
ら
れ
な
く
と
も
、
十
七
世
紀
に
入
っ
て
農
村
工
業
が
侮
り
難
い
競
争
者
と
し
て
登
場
す
る
に

コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ヨ
ン

つ
れ
て
こ
れ
そ
特
権
組
合
の
支
配
下
に
包
括
せ
ん
と
の
試
み
が
一
般
に
企
て
ら
紅
七
。
例
え
ば
陣
織
物
工
業
の
中
心
地
プ
レ
ス
ト
ン
ハ
特
権

都
市
)
に
お
い
て
は
可
思
ぽ
ぬ

C
H
釘

R
の
か
可
そ
静
成
し
て
い
士
上
俊
市
民
肢
が
一
六
二
八
年
に
都
市
の
代
表
的
な
産
業
を
包
括
す
る
特
権

純
令
身
結
成
し
、
前
サ
い
紀
の
法
令
な
援
用
し
て
農
村
商
人
丸
信
料
出
し
、
徒
弟
日
訟
の
む
守
ル
一
迫
っ
て
政
誌
の
商
工
業
に
介
入
す
る
こ
と
冶
排
除

経
済
学
研
究
問



ラ

ン

カ

シ

ャ

1
9総
業
の
波
数
機
後
二

塁手
lli:f 

せ
ん
と
策
し
士
。
こ
れ
は
七
ち
ま
ち
段
村
守
基
盤
と
す
る
仲
介
商
人
と
の
広
汎
な
闘
争
〕
い
に
の
立
が
、
然
し
如
何
に
文
訟
の
カ
冶
借
り

よ
う
と
も
彼
ら
の
勢
力
関
外
に
活
々
と
展
開
し
て
い
七
農
村
工
業
の
既
成
事
笑
央
殺
す
べ
く
も
な
か
っ
た
し
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
社
会
の
構
造

が
土
地
所
有
や
農
業
生
産
に
お
け
る
変
革
を
基
軸
に
し
て
著
し
い
変
貌
身
議
げ
て
い
士
結
果
、
，
世
情
は
既
に
そ
の
よ
う
な
排
他
的
独
占
そ
是

認
し
特
な
か
っ

K
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
こ
の
事
件
に
係
る
法
廷
に
お
け
る
判
事
の
言
葉
に
さ
え
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
工
業
規

制
や
強
行
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
右
の
ほ
か
に
も
極
々
繰
返
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
農
村
工
業
に
国
家
規
制
の
校
枯
や
謀
す
る
こ
と
に

よ
り
判
例
詳
し
つ
L
あ
る
都
市
ヱ
業
の
地
方
的
独
占
そ
凶
守
せ
ん
と
す
る
。
さ
れ
ば
そ
こ
に
は
附
級
的
利
害
の
対
立
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
特
権
都
市
勢
力
の
鍛
弱
な
-
ア
ン
カ
シ
ャ
!
に
て
も
農
村
工
業
に
立
脚
す
ゐ
生
疑
者
乃
至
商
人
倍
の
積
極
的
な
闘
争
そ
侠
っ
て
よ
く
そ

の
「
産
業
の
自
由
」
が
実
現
さ
れ
総
持
さ
れ
に
の
で
あ
っ
て
、
か
L
る
闘
争
の
第
一
級
に
立
つ
に
有
力
な
分
子
が
今
や
生
産
の
組
織
者
と
し

て
い
回
以
し
O

L
あ
つ
に
農
村
の
新
興
商
人
資
本
家
屋
冶
含
ん
で
い
七
こ
と
も
銘
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
か
t

ふ
る
都
市
地
方
主
義

(
ロ
吋
ぴ

S
M
O
Bロ
印
門
H
M

〉
と
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
の
独
占
々
一
掃
す
る
こ
と
は
、
商
業
の
部
樹
ハ
殊
に
外
国
貿
易
の
領
域
)
に
お
け
る
商
業
資

-74-

本
の
制
眼
的
独
占
そ
排
除
す
ゐ
こ
と
と
共
に
、
ド
ッ
プ
に
よ
っ
て
端
初
的
産
業
資
本
の
生
成
乃
奈
資
本
制
生
産
発
展
の
基
本
的
要
件
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
両
者
は
ま
七
ピ
品
リ
タ
ン
革
命
冶
頂
点
と
す
ゐ
十
七
世
紀
の
政
治
的
闘
争
に
お
け
る
陣
営
構
成
川
市
成

の
契
機
在
ち
な
し
て
い
た
。
こ
の
前
者
が
比
較
的
安
易
に
速
成
さ
れ
つ
L
あ
り
、
こ
の
後
者
に
つ
い
て
も
、
(
初
期
の
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
に

と
っ
て
は
さ
ほ
ど
痛
切
な
校
柏
と
は
感
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
と
息
わ
れ
る
外
国
貿
易
の
独
占
身
一
応
除
外
す
る
と

Y
先
述
の
如
く
大
商
人
に

独
占
な
く
、
鋲
強
な
制
約
の
な
い
公
開
市
場
が
?
ン
チ
ェ
ス
タ

l
、
、
ボ
ル
ト
ン
、

ロ
ッ
チ
デ

i
ル、

プ
ラ
ッ
ク
パ

1
ン
の
各
地
に

数
多
存
文
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

正
に
以
上
に
述
べ
て
き
七
自
由
な
産
業
構
造
は
資
本
制
生
康
展
開
の
基
礎
条
件
、
そ
完
全
に
準
備
し
て

い
に
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
、
相
次
ぐ
革
命
の
帰
結
に
応
じ
て
凡
そ
独
占
の
威
力
が
い
災
失
さ
れ
て
ゆ
く
に
作
い
、
そ
の
前
途
が
誰
々
開

へ
同
J

か
れ
て
行
つ
七
こ
と
は
一
一
一
白
う
ま
で
も
な
い
。



さ
て
、

タ
イ
プ

か
く
ま
で
大
柄
に
解
放
さ
れ
て
い
に
産
業
構
造
は
農
村
や
地
盤
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
塑
の
小
資
本
家
群
そ
生
み
出
し
、

彼
ら
に
白

出
な
経
常
在
積
極
的
に
続
け
し
め
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
に
、

一
持
ぴ
一
冗
に
戻
っ
て
こ
れ
ら
法
村
資
本
家
騒
の
多
彩
な
活
躍
に
目
。
守
転
じ
よ
う
。

F
H
U
〉

ャ

i
ド
・
へ
イ
ウ
ッ
ド
の
次
の
如
き
生
、
出
は
そ
の
典
邸
中
と
汚
え
ら
れ
る
。

ワ
ナ
ヤ

i
ド
・
へ
イ
ウ
ッ
ド
(
一
五
九
六
i
一
六
六
七
)
は
ポ
ル
ト
ン
近
傍
に
白
山
保
有
地
と
抑
制
級
相
場
を
山
間
十
併
す
る
ヨ
!
?
ン
の
家
柄
に
生
れ
た
。
父
は
大

工
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
の
地
方
の
な
ら
わ
し
に
従
っ
て
ア
ア
ス
テ
イ
ア
ン
絞
布
を
佼
込
ま
れ
て
成
人
し
、
日
桁
都
附
後
独
立
し
て
織
物
以
引
に
従
事
し
て
い
る
。

然
し
そ
れ
は
失
敗
に
終
っ
て
英
大
な
俗
務
を
負
う
に
去
り
、
相
官
時
苦
難
な
時
期
を
航
時
間
的
な
く
さ
れ
た
が
、
一
内
ぴ
小
川
割
方
と
し
て
ア
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン
織
布
に
営
キ

と
い
そ
し
ん
だ
紡
果
、
や
が
て
窮
地
を
脱
し
て
次
第
に
ア
ア
ス
テ
イ
ア
ン
以
引
を
も
手
び
ろ
く
M

お
じ
に
盗
っ
た
。
殊
に
紛
議

ω
繁
栄
知
た
る
一
一
十
年
代
よ
り
は

初
当

ω
利
ね
を
お
さ
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
と
の
ほ
伯
位
以
引
に
ま
で
進
出
向
し
て
い
る
が
、
こ

ω
当
時
彼
は
チ
エ
タ
ム
米
よ
一
り
多
放
の
綿
花
を
附
加
入
し

て
い
る
。
か
く
て
壮
年
期
mu

彼
は
阪
総
な
繁
栄
を
ゆ
国
げ
、
土
地
・
川
添
い
民
・
製
紙
州
場
な
ど
の
後
産
を
訴
え
、
成
功
は
し
な
か
っ
た
が
淡
抗
を
も
試
み
て
い
る
。
然

る
に
晩
年
に
は
閥
英
戦
争
中
の
綿
花
飢
餓
が
訪
れ
、
ア
ア
ス
テ
イ
ア
ン
織
を
放
楽
し
て
毛
織
物
へ
の
転
向
を
は
か
る
の
氏
む
な
き
に
奈
づ
て
い
る
が
、
総
紋
場

を
所
有
し
て
い
た
の
で
毎
巡
ロ
ツ
チ
デ
i
ル
の
週
市
に
出
向
い
て
仕
入
れ
た
織
物
の
佼
ょ
を
そ
こ
で
行
っ
て
い
る
。
と
の
毛
織
物
も
矢
間
以
り
代
矧
山
間
を
趨
じ
て

ロ
ン
ド
ン
市
場
に
先
却
し
、
初
当

ω
収
誌
を
滋
げ
た
の
で
あ
る
が
、
代
川
町
山

ω
背
信
な
ど
に
よ
り
一
二

O
O
磁
に
上
る
負
依
に
臨
り
、
一
持
ぴ
危
険
に
日
A

舞
わ
れ

た
被
は
十
一
泌
を
売
却
し
て
こ
れ
の
清
算
に
あ
て
ざ
る
を
特
な
か
づ
た
。

チ
エ
タ
ム
家
や
ワ
ゲ
リ
ィ
家
が
ひ
に
す
ら
繁
栄
に
向
つ
に
と
同
じ
時
代
に
、
へ
イ
ウ
ッ
ド
の
如
き
農
村
小
資
本
家
の
波
胸
に

そ
し
て
彼
ら
小
資
本
や
有
す
る
人
々
の
括
楼
な
資
本
家
括
勤
は
同
時
に
こ
れ
ら
端
初
的
産
業
資
本
家
騒
の
自
己
分 チ

-7ヲー

山
口
問
ん
古
生
涯
が
あ
っ
七
。

鮮
や
不
断
に
件
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

発
展
期
に
お
い
て
も
、
牛
小
七
来
年
に
淡
誌
の
途
在
地
っ
て
多
数
の
資
援
が
差
押
え
と
強
制
売
却
b
t
家
つ
七
悲
運
な
時
期
に
お
い
て
も
、
移
始

こ
の
農
村
資
本
家
の
経
営
々
側
面
か
ら
強
力
に
支
え
て
い
に
の
は
そ
の
土
地
所
有
で
あ
つ
に
こ
と
が
鋭
い
知
ら
れ
る
。
間
時
に
彼
の
如
き
小

へ
イ
ウ
ッ
ド
の
小
親
方
よ
り
の
か

mMVBS
へ
の
跳
路
、

続
い
て
ロ
ン
ド
ン
市
場
へ
の
進
出
と
い
う

資
本
家
の
経
営
冶
成
功

い
に
の
は
週
市
の
存
布
で
あ
っ
て
、

凡
そ
生
産
者
の
信
用
関
係
が
健
全
で
あ
る
限
り
原
料
供
給
冶
特
定
の
商
人

に
緊
縛
さ
れ
な
か
っ
七
と
い
っ
自
由
な
沌
業
構
造
の
も
と
に
お
い
て
は
‘

こ
の
遡
市
在
通
じ
て
の
売
買
が
外
部
商
人
と
の
直
接
的
取
引
関
係

部
川
済
学
研
究
開



ラ

ン

カ

シ

ャ

i
紛
業

ω

聖子

そ
も
に
な
い
独
立
織
布
ヱ
乃
至
小
織
元
の
独
立
経
営
々
維
持
さ
せ
て
い
に
。
兇
に
こ
の
避
市
は
農
村
の
小
商
人
資
本
家
経
に
と
っ
て
も
活
躍

の
地
盤
で
あ
っ
て
、
商
業
的
機
能
そ
粂
ね
営
む
に
五
っ
た
へ

4
ウ
ッ
ド
が
越
市
よ
り
織
物
々
腕
入
し
に
こ
と
は
先
の
如
く
で
あ
ゐ
が
、

こ
L

で
は
小
純
一
冗
と
の
間
に
原
料
の
購
入
か
ら
仕
上
・
製
品
発
迭
に
至
る
ま
で
の
凡
ゆ
る
契
約
が
と
り
か
わ
さ
れ
る
の
で
あ
う
七
。
尤
も
、
避
市

に
関
与
す
る
の
は
右
の
如
き
端
初
的
産
業
資
本
家
賠
ハ
す
な
わ
ち
、
小
宅
産
業
資
本
家
及
び
事
笑
上
は
泌
々
こ
れ
と
積
一
一
り
あ
っ
て
あ
る
殺
皮
ま

で
生
産
の
組
織
者
七
ゐ
役
割
を
も
印
加
し
て
い
に
小
商
業
費
本
家
〉
の
み
に
間
以
ら
ず
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
の
「
ブ
ア
ス
一
プ
ィ
ア
ン
商
人
」
や
農

村
工
業
の
組
織
者
へ
の
芯
向
そ
も
つ
七
ロ
ン
ド
ン
商
人
す
ら
も
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
o

反
面
、
日
ン
ド
ン
市
場
乃
京
外
国
貿
易
へ
の
介
入

が
小
資
本
家
踏
に
対
し
て
全
く
締
出
さ
れ
て
い
に
ど
こ
ろ
か
、
彼
ら
の
こ
の
俄
域
に
お
け
る
街
極
的
活
動
の
実
例
は
幾
多
も
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
つ
に
。
例
え
ば
へ
イ
ウ
ッ
ド
も
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
織
元
が
直
接
ウ
ェ
イ
ク
ブ
ィ

i
ル
ド
市
場
に
織
物
密
直
売
し
て
い
る
こ
と
も
あ

マ
ー
ヂ
ヤ
ン
ト
ミ
向
Y
H
P
ウ
ル
メ
シ

っ
て
ミ
そ
の
よ
う
な
場
合
も
大
抵
は
商
品
が
捌
か
れ
る
ま
で
の
期
間
の
信
用
や
買
手
仁
ゐ
南
入
仲
介
業
者
に
認
め
る
の
で
あ
っ
た
。
然
し
殊

に
注
目
す
べ
き
は
リ
ヴ
ァ
プ

i
ル
な
ど
内
海
岸
諸
港
よ
り
の
輸
出
貿
易
に
対
す
る
小
資
本
家
の
介
入
で
あ
り
、
後
背
地
の
大
商
人
の
み
な
ら

ず
、
小
織
元
、
小
商
人
、
地
主
等
々
の
小
額
資
本
の
投
入
が
リ
グ
プ
プ
ー
ル
地
発
展
に
え
献
す
ゐ
と
こ
ろ
は
大
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一76

の
活
躍
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
こ
う
。
彼
ら
の
中
に
は
一
回
の
族
行
で
数
千
勝
に
及
ぶ
織
物
必
携
え
仁
者

も
あ
つ
に
が
概
し
て
の
町
内
H
U
B
S
の
名
に
相
応
し
い
小
商
人
で
あ
り
、
。

H
2
E
2
や
同
日

HMO口
母
印
刷
)
誌
か
ら
前
貸
そ
受
け
た
織
物
密
駄
応
に

顧
み
、
そ
の
訴
か
}
率
い
て
イ
ン
ー
グ
ラ
ン
ド
各
地
の
大
前
や
市
場
町
へ
校
行
す
る
。
こ
の
織
物
は
そ
こ
で
販
売
す
る
の
み
な
ら
ず
、
遊
中
の
村

そ
の
際
数
か
月
に
わ
に
る
信
刑
期
閉
そ
与
え
る
の
で
あ
つ
に
。
売
れ
残
り
は
稿
短
に
誠
け
る
が
、
帰
路
に
は
学

か
く
の
如
き
技
商
人
は
ま
七
単
な
る
行
商
人
と
は
具
つ
に
小
資
本
家

故
後
に
罵
g
o
y
o
∞
Z
H
5
3

々
で
も
小
売
践
に
卸
売
し
、

毛
な
ど
そ
仕
入
れ
て
駄
馬
に
つ
け
、

唐
で
も
あ
つ
ら
)

そ
れ
や
そ
織
元
な
ど
に
売
り
渡
す
。

柄
、
つ
い
で
な
が
ら
指
秘
す
ら
と
、
麻
糸
の
紡
誠
に
関
し
て
は
、

占
ア
ン
カ
シ
ャ

I
西
部
及
び
尚
北
部
の
こ
れ
が
行
わ
れ
る
地
帯
に
小
仲
介



商
人
が
多
数
に
お
り
、
原
料
と
糸
の
授
受
に
よ
っ
て
農
村
に
お
け
ら
跡
糸
生
産
を
組
織
し
て
い
た
。

ス
ト
ン
、
ボ
ル
ト
ン
、
?
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
跡
糸
市
や
通
し
て
販
売
さ
れ
、
織
布
業
の
行
わ
れ
る
地
域
に
は
こ
れ
身
出
自
し
て
販
指
す
る
小

雨
人
が
あ
っ
七
。
ま
七
フ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
の
仕
上
工
程
に
つ
い
て
も
十
七
世
記
じ
は
米
、
に
漂
白
、
染
色
、
艶
出
業
者
が
そ
れ
の
み
b
q
専
業
と

す
る
別
備
の
グ
ル
ー
プ
身
な
し
、
大
高
人
は
彼
ら
に
仕
事
沿
下
請
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
以
上
の
如
き
生
産
者
乃
至
商
人
の
経
済
活
動
に
よ
っ
て
発
展
そ
遂
げ
つ

L
あ
っ
た
-
ア
ン
カ
シ
ャ
!
の
繊
維
工
業
は
高
度
の
「

実
践
的
個
人
主
義
」
な
自
の
片
付
即
日
山
口
庄
三
円
山
口
向
日
目
的
自
)
治
以
て
立
か
れ
て
い
る
と
い
う
特
質
や
有
し
た
。
「
そ
の
産
業
構
造
は
流
動
的
で
あ
り

こ
れ
ら
の
糸
は
輸
入
糸
と
と
も
に
プ
レ

弾
力
的
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
騒
々
雑
多
な
構
成
と
規
模
の
諸
企
業
が
認
め
ら
れ
る
。
」

ら
れ
七
交
銀
の
公
定
・
徒
弟
制
度
の
強
制
・
製
造
工
棋
の
監
行
・
市
場
の
統
制
・
織
物
検
奈
・
労
働
者
移
住
の
制
限
等
々
と
い
っ
た
売
業
規

制
か
ら
も
、
絶
対
王
政
の
企
図
し
の
附
居
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
構
想
よ
り
ち
大
幅
に
解
放
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
完

エ
リ
ず
ペ
ス
朝
や
初
期
ス
テ
ユ
ア

i
ト
朝
に
試
み

金
な
「
療
業
の
自
由
」
が
あ
り
、

無
数
の
市
場
中
心
地
が
あ
っ
士
。
こ
れ
は
爾
後
の
ラ
ン
カ
シ
ャ

i
工
業
冶
成
功

い
に
重
要
な
限
内
の

一 77

…
つ
で
あ
る
。
ま
七
こ
の
ヱ
業
は
「
自
己
の
最
も
議
す
る
方
向
に
成
長
し
発
展
す
る
自
由
」
ぞ
も
っ
て
い
に
が
、

そ
の
概
略
の
方
向
は
商
人

に
よ
ゐ
農
村
工
業
の
組
織
化
へ
と
進
ん
で
ゆ
き
、
端
初
的
産
業
資
本
も
こ
れ
が
成
育
す
る
に
従
い
そ
の
機
能
に
お
い
て
南
業
的
要
議
が
附
加

さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
士
。
こ
れ
の
意
義
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
綿
業
は
ク
ン
カ
シ
ャ

l
に
立

地
ぞ
占
め
る
と
と
も
に
広
汎
な
信
用
体
系
に
媒
介
さ
れ
つ
L
発
展
身
続
け
る
が
、
取
引
の
量
的
増
大
に
併
行
し
て
生
注
者
の
根
立
性
交
失
が

と
り
な
が
ら
も
一
応
問
屋
制
度
の
体
系
が
完
成
さ
れ
る
に
五
つ
に
の
で
み
が
o

進
行
し
、

十
七
世
紀
末
葉
に
は
緩
や
か

設
(

1

)

ワ
ク
リ
イ
は
綿
花
。
売
買
と
「
紡
紋
及
び
織
布
に
多
数
の
人
々
在
日
脱
依
し
て
ア
ア
ス
テ
イ
ア
ン
の
製
造
」
を
営
む
尚
人
で
あ
っ
た
。
一
六
二
六
年
に

プ
ラ
ッ
ク
パ

l
ン
近
傍
の
可
申

σ色
白
に
委
託
し
て
一
樹
に
つ
今
十
一
一
一
志
悶
片
の
手
数
料
で
綿
花
を
売
却
す
る
契
約
を
な
し
て
い
る
。
後
者
は
こ
れ
会

総
済
学
研
究
問



ラ
ン
カ
シ
ャ
!
抑
制
浪
。
浴
築
様
池

五銭-7 
聖子

そ
の
地
統
で
阪
申
一
見
す
る
か
》
又
は
自
ら
ア
ア
ス
テ
イ
ア
ン
に
織
上
げ
る
が
、
綿
花
代
余
。
支
払
に
は
一
一
一
か
月
。
伝
川
川
期
間
を
与
え
ら
れ
た
。
か
く
て
六

か
月
間
に
一
一
七
九
務
。
以
引
が
な
さ
れ
た
。
ハ
制
弔
問
山
田
話
。
ユ
何
回
伶
冨

spa-n山け
ζ
3・
U
吋

i
∞-
V

(

2

)

の
-
C虫
色
タ

ω苫
色
白
山
町
沼
田
川
OHMGS山
口
吉
田

g
q
℃℃・

S
N
i
m
-

ハ
3
〉
巧
包

z
a
s伶
一
足
白
口
出
場
。
門
y
n
y
M
V
-

戸

ハ
4
〉

口

同

-
U
Qぴ
ダ

O
H
M
-
n山
f
H
M
℃
・
お
∞
|
司
・

ハ
ラ
)
宅
向
弘
前
司

R
S
h仲
ロ
向
山
口
P
O
M
》・口町仲

3
3・凶日
l
N

ハ
6
)
目立

a
J
3・
3
i
A
0・

ハ
7
〉

5日
aJB-
ヱ
i
甲・

ハ
8
〉
徒
弟
法
は
救
食
政
策
の
一
段
と
し
て
問
欲
的
に
そ
の
施
行
が
強
化
さ
れ
る
如
何
山
氏
で
、
市
市
山
況
は
小
特
絡
都
市
に
お
い
て
も
災
胞
が
川
刷
協
織
で
あ
っ
た
。
況

し
て
農
村
で
は
都
市
小
波
方
な
ど
り
利
得
間
関
係
者
が
妨
噌
一
山
市
υ
た
め
に
巡
反
を
摘
発
す
る
ζ

と
が
あ
っ
て
も
B

法
令
は
4

化
交
に
近
か
っ
た
。
跳
判
明
治
的
日
移
動

乃
百
点
他

ω
験
禁
に
よ
る
ク
ラ
ア
ト
戦
能
。
佼
犯
は
競
争
者
排
除
。
上
か
ら
も
手
工
業
者
の
ふ
山
一
大
間
関
心
楽
で
あ
っ
て
、
一
こ
れ
を
禁
逃
せ
ん
と
の
試
み
は
特

柊
都
市
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
十
六
党
紀
末
に
マ
ン
ナ
ヱ
ス
3
!
と

Y
オ
ル
フ
ォ
ー
ド

ω
田
町
印
剖
吋
宮
田
口
は
彼
ら
の
機
能
が
尚
人

や
織
元
に
佼
蝕
さ
れ
た
の
で
凶
給
し
て
対
抗
し
て
い
る
し
、
一
六
一
一
一
五
年
に
は
門
司
肺
門
が
枢
術
院
に
対
し
て
田

7
3吋同
H
M
O
P
E出
向
田
・

2
出
向
田
ゆ
佼

犯
を
訴
え
て
い
る
。
市
民
に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
お
い
で
す
ら
、
十
七
惚
粗
末
に
外
滞
ゆ
布
川
人
が
市
相
場
で
取
引
に
従
事
す
る
こ
と
に
対
し
て
謀
総
な
試

み
た
り
、
市
民
以
外
の
者
が
発
資
す
る
向
日
聞
に
市
場
検
を
深
さ
ん
と
企
て
ら
れ
た
。
お
も
‘
い
づ
れ
も
失
敗
に
終
っ
て
い
る
。

Q
ぴ

Ma--
匂同

M
-
1
6
i
h
y

m
J
 

〈

9
)
り
Q
ぴ

Y
C
M
y
n
y
宅
一
色
凶
・

ド
ヅ
プ
は
M
M
一
一
一
心
要
件
と
し
て
わ
れ
わ
れ
が
凶
に
述
べ
た
及
業
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
よ
う
な
ネ
仰
を
議
げ
て
い
る
。

ハ
m
〉
ピ
ユ
ワ
タ
ン
求
人
却
を
波
紋
m
m
u

闘
争
と
す
ペ
ケ
か
ア
品
川
か
の
論
争
凡
拘
ら
ず
、
そ
こ
に
問
級
的
利
引
一
向
の
符
焚
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
仰
な
い
。

尤
も
、
附
級
的
対
中
ぷ
在
単
純
な
一
一
づ
り
陣
営
構
成
に
同
定
し
て
考
え
る
こ
と
は
不
均
穏
で
あ
ろ
う
。
ラ
ン
カ
シ
ヤ
ー
に
お
い
て
も
革
命
に
先
立
つ
十
年

間
は
都
市
地
方
議
設
に
本
く
独
自
川
復
迩
動
が
王
政

ω
支
持
を
受
け
て
枠
組
ん
に
行
わ
れ
た
。
然
し
内
乱
勃
発
後
は
中
央
政
府
mu

良
公
統
制
も
交
刈
力
安

失
い
、
王
政
復
古
後
は
段
村
工
業
も
一
一
M
Q
肉
に
な
っ
て
、
徒
弟
訟
の
時
四
川
川
も
法
律
制
父
当
時
ハ
一
五
六
一
一
一
年
〉
に
行
わ
れ
た
磁
数
日
L
刷
制
限
さ
れ
た
。

こ
ゅ
よ
う
な
一
日
勢
で
は
特
約
都
市
町
ω
独
占
総
も
益
々
弱
体
化
し
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
に
お
い
て
は
組
合
を
交
問
し
て
い
た
日
硲
尚
人
討
に
対
す
る
手
工
業

- 78ー



者
乃
奈
小
商
人
材
。
レ
ジ
ス
ダ
ン
ス
が
恕
越
し
も
後
者
が
新
し
い
総
合
を
約
成
ナ
る
と
い
う
知
く
、
都
市
内
絡
の
支
配
を
す
ら
維
持
し
引
げ
な
く
な
っ

た。

(
4弔
問
仏
国
語
気
付

y
h
w
沼田

g
w
O同
y
n
F
3・
aim-U

‘
〈
日
)
目
立
山
・
冶

3・
ム

O
l
N昏

ハ
ロ
)
】
ぴ
日
仏
-w
円
》

H
M
-
A
U
U
N
M
∞・

同
)
印
ロ
円
四
回
目

w
C
M
V
-
n符
J
H
}
H
M
-
m
ア
i
u
・

。
丁
目
司
ヨ
同

P
。ゅ・口一件
-w
市・
4

・

ハ
日
)
巧
出
身
唱
。
吋
仲
y
h
r
疋
田
口
F
。
℃
-
n
p
w
M
V
℃・

ua・
3

w

g

l
吋
0

・

一、
-
ア
ン
カ
シ
ヤ

1
綿
業
の
展
開

ジ
ェ

l
ム
ズ
・
ォ
グ
グ
ン
ハ
一
七
一
八
i
一
八

O
二
)
の
見
解
と
い
わ
れ
る
庶
分
に
お
い
て
は
/
産
業
革
命
以
前
の
宮
自
の
吉
田
片
足
守
山
岳

マ
己
晶
フ
ア
ク
チ
品
ア
ラ
ー

を
製
造
業
者
の
生
活
状
態
に
応
じ
て
失
の
一
一
一
段
附
に
分
け
て
い
る
。

7ヲー

一、
一
六
九

O
年
ま
で
の
時
期
:
・
:
「
?
ニ
ユ
プ
ア
ク
チ
ユ
ア
ラ
ー
は
何
ら
資
本
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
や
法
山
積
す
る
こ
と
な
く
、

に
y
生
計

の
に
め
に
ひ
た
す
ら
働
い
て
い
に
。
」

二
、
そ
れ
以
後
一
七
一
一
一

O
年
ま
で
:
:
:
「
彼
ら
は
既
に
若
干
の
資
産
身
踏
み
は
じ
め
て
い
た
が
、
依
然
と
し
て
勤
勉
に
働
き
か
っ
質
素

し
、
節
伶
と
ほ
ど
よ
い
稼
ぎ
に
よ
っ
て
官
々
増
し
つ

L
あ
っ
た
よ

一
七
七

O
年
ま
で
:
:
・
「
彼
ら
の
生
活
に
も
者
仲
惨
な
揺
が
現
れ
、
取
引
も
国
内
の
市
場
町
に
沌
な
く
註
文
取
身
汲
議
し
た
。
L

(

漆
業
率

一、
命
の
先
髄
期
)

オ
グ
ダ
ン
の
説
明
は
決
し
て
充
分
で
は
な
い
が
、

そ
れ
に
し
て
も
十
八
役
紀
の
変
革
期
に
こ
の
産
業
で
身
沿
立
て
に
人
の
体
験
身
以
て
設
定

総
済
学
研
究
凶



一
フ
ン
カ
シ
ャ

i
紛
業
。
凌
業
構
諮
一
一

琴
聖子

さ
れ
て
い
る
布
の
時
代
院
分
は
然
る
べ
き
税
拠
冶
も
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
L

に
踏
襲
し
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

名
刺
格
革
命
以
後
の
一
フ
ン
カ
シ
ャ

i
工
業
は
急
速
に
相
貌
冶
変
じ
っ
L

あ
っ

h
。
陣
織
物
は
州
内
産
業
の
糸
そ
原
料
と
す
る
の
み
で
な
く
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
よ
り
の
輸
入
糸
に
綿
花
そ
も
加
え
て
の

E
Zロム山口

g
な
ど
の
新
し
い
混
織
や
増
し
て
ゆ
く

に
お
い
て
は
ロ
ン
ド
ン
で
使
用
ぞ
妨
栄
一
目
さ
れ
て
い
七
和
縞
織
機
命
取
り
入

し
、
ブ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
も
多
く
の
品
輯
身
加
え
、
田
虫
色

7
5
5∞

(
虫
〕

れ
て
端
初
的
な
工
場
経
営
が
成
立
し
て
行
く
。
毛
織
物
に
つ
い
て
も
、
諸
手
の
ク

l
ス
テ
ヅ
ド
が
停
滞
気
味
の
ワ

i
ル
ン
そ
追
い
越
し
、
数

々
の
新
種
織
物
が
東
部
や
南
阿
部
の
諸
州
か
ら
移
入
さ
れ
て
製
造
さ
れ
る
に
至
つ
に
。
苫
田
氏
自
m
w
n
z
o
o
w
p
由
自
白
日
目
当
時

g
の
所
謂

士
宮
山
口
の
宮
田
仲
良
符
怠
σ3
の
一
一
一
部
門
は
い
づ
れ
も
発
展
速
度
々
急
謹
に
は
や
め
記
。

一
方
、
柏
花
も
丙
印
度
諸
島
や
南
米
大
陸
よ
り
の
供
給
冶
加
え
て
粍
常
的
に
輸
入
さ
れ
る
に
至
り
、

十
八
世
紀
の
十
l
二
十
年
代
に
は
二
百
万
対
度
々
上
下
し
て
い
る
。
ブ
ア
ス
ィ
ア
ン
の
輸
出
も
弐
第
に
伸
び
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、

ア
メ
リ
カ
の
諸
大
陸
に
販
路
必
得
つ
L
あ
つ
に
。
か
ど
心
際
に
、
一
七

O
O年
じ
捺
染
・
染
色
キ
ャ
ラ
コ
輸
入
禁
止
の
法
律
が
あ
り
、
ニ
一

年
に
は
そ
れ
ら
の
使
用
ま
で
禁
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
国
民
的
産
業
士
る
羊
毛
工
業
の
印
度
木
綿
に
対
す
る
保
設
そ
企
図
し
て
い
た
に
約
ら

ず
、
結
果
的
に
み
れ
ば
キ
ャ
ラ
コ
代
用
品
と
し
て
の
フ
ア
ス
♂
ア
イ
ア
ン
の
織
布
・
仕
上
工
程
に
技
術
的
改
良
そ
促
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

い
ま
や
?
ン
チ
ェ
ス
タ

i
は
六
万
の
労
鮪
人
口
密
擁
す
る
農
村
工
業
地
帯
に
震
臨
す
る
機
業
都
市
で
あ
り
、
織
物
取
引
の
中
心
市
場
で
あ

そ
の
人
口
増
加
は
け
ソ
ヴ
ア
プ
ー
ル
a

と
と
も
に
苦
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
リ
ノ
グ
ア
プ
ー
ル
ま
仁
ロ
ン
ド
ン
、
プ
リ
ス
ト
ル
に
吹
い
で
国

一
七

O
O年
に
は
百
四
十
万
対
度
、

- 80-

っ
て
内
第
一
一
一
の
貿
易
港
と
な
り
、
大
師
洋
貿
易
の
占
め
る
意
義
が
重
き
ゃ
な
す
に
つ
れ
て
ア
フ
リ
カ
及
び
同
印
度
諸
島
と
の
間
の
織
物
↓
黒
人
奴

隷
↓
棉
花
・
煙
平
・
砂
附
州
在
媒
介
と
す
ゐ
三
角
貿
易
の
基
礎
冶
剖
め
つ
L
あ
っ
た
。

治

(
l
)
H
C
V
ロ
〉
日
付
山
口
w

K

戸
阿
)
叩
帥
口
吋
ザ
2
0口
。
内
径
四
の
G
H
H
H
民
吋
可
吟
O
H
H
回
答
日
円
仲
山
、
件
。
な
込
山
1
P片
山
白
血
門

O
ロ
ロ
仏
民
同
口
口
何
回
印
叩
刊
日
〆

~
3
N
M
V・
3
∞
・
(
口
戸
山
口
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表
17ラ1-1760

1761-1770 

1771-1780 

話若返書十廃合員lSl

綿花及び棉糸年平均消費量 〈単位封皮〉 ∞ 

綿花

1，09ラ，084

1，476，107 

1，ラGに273

1，171，787 

2，137，294 

2，7ラヲ，916

3，681，ヲ04

5，127，689 

綿糸

9フ，291

77，号38

備考

170ヲ年を除く 12年間!DI]5.均

1712年を除く 9!'f-問。平均

88，181 1727年を徐<9年間。平均

97，807 

46，807 

64，137 

7ぢ，887

76，849 
〔子事事者向を控除した事者入綴告と示Lている〕



ラ

ン

カ

ジ

ャ

i
総
数

ω

一
援

出子

け

V4{⑦
吋
つ
げ
出
口

4
h
y向
山
口
広
州
位
。
門
戸
】
円

σH・

さ
て
、
お
の
よ
う
な
綿
業
の
発
展
に
伴
っ
て
深
業
推
進
ち
漸
次
変
，
税
し
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
商
業
資
本
の
生
経
過
程
支
配
は
次
第
心
強

力
と
な
り
、
問
屋
制
度
の
体
系
が
章
一
般
化
し
て
く
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
応
じ
て
生
産
者
騎
の
分
鮮
が
進
行
す
る
の
で
あ
つ
に
。
然
し
、
か

か
る
問
屋
料
支
配
制
の
組
織
化
に
拘
ら
ず
、
そ
の
構
造
が
従
来
か
ら
保
持
し
て
い
た
「
実
践
的
側
人

乃
至
「
流
動
的
弾
力
的
性
絡
」

や
失
わ
な
い
「
弛
や
か

で
あ
つ
に
こ
と
は
予
め
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヱ
ン
プ
ロ
イ
ヤ
ー

の
組
織
者
と
し
て
「
院
主
」
七
る
の
役
割

の
推
転
に
応
じ
て
資
本
家
鮮
の
交
替
が
認
め
ら
れ
ゐ
の
で
あ
っ
て
、
既
に
チ
ェ

タ
ム
や
リ
ツ
グ
リ
ィ
の
時
代
の
商
人
が
ぬ
ωえ
弓
の
除
伍
に
繰
り
込
ま
れ
て
行
っ
た
あ
と
に
は
新
な
る
ジ
ェ
ネ
レ
イ
シ
皇
ン
の
資
本
家
庭
が
掻

~
践
し
に
。
彼
ら
も
ま
仁
産
業
革
命
の
変
革
期
ま
で
に
は
地
主
へ
の
転
化
お
切
な
す
と
い
う
人
的
交
流
の
激
し
さ
な
訴
す
が
、
然
し
十
八
世
紀
じ

名
川
村
革
命
以
後
の
炎
化
と
し
て
、
ま
づ
?
ン
チ
ェ
ス
タ

l
商
人
の
産
業
的
機
能
が
増
し
、

が
加
わ
っ
て
き
仁
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
尤

2
1

出
現
し
七
ヲ
」
れ
ら
設
本
家
に
は
出
来
の

擁
し
て
多
角
的
な
経
営
冶
始
め
る
。
妥
当
り
ジ
ョ
シ
ュ
ァ
・
プ
フ
ウ
ン
と
ト
マ
ス
・
?
i
ズ
ダ
ン
の
経
営
や
中
心
と
し
て
問
屋
制
度
の
形
態

ロ
ロ
∞
ロ
仏
門
知
℃
印
吋

の
呼
称
に
代
っ
て

B
2
0
Z己

の
名
称
が
用
い
ら
れ
、

一
般
大
規
模
な
資
本
そ

- 82 

ル
}
検
討
し
よ
う
。

ジ
戸
ン
ユ
ア
・
プ
フ
ワ
ン
ハ
一
六
五
一
i
i

一
六
九
四
)
は
陣
織
物
の
製
造
業
者
の
も
と
に
五
か
年
の
徒
弟
奉
公
必
な
し
た
後
、
満
期
前
に

独
立
し
て
プ
ア
ス
一
ア
イ
ア
ン
織
の
取
引
に
携
わ
つ
に
。
極
め
て
商
才
に
に
け
て
い
に
の
か
、
資
本
な
し
で
出
発
し
に
に
拘
ら
ず
忽
ち
に
し
て

?
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
指
導
的
な
粥
人
と
な
り
、
製
造
業
者
と
な
っ
て
い
る
。
独
立
後
十
年
余
の
一
六
八
ニ
年
に
は
他
の
?
ン
チ
ェ
ス
タ
i
商
人

ウ
ォ
i
ヵ
!
と
共
何
で
口
ン
ド
ン
の
綿
花
商
人
よ
り
爾
後
一
一
一
か
年
継
続
し
て
毎
月
四
十
樹
ず
つ
の
棉
花
な
一
一
樹
に
付
き
八
静
十
芯
の
価
格
で

購
入
す
る
契
約
そ
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
年
間
四
八

O
樹
(
一
一
五
、
ニ

O
O
封
皮
)
、
金
額
に
し
て
も
問

O
八
O
傍
に
速
す
ω

全
長
大
な
衰
の

取
引
で
あ
っ
て
、
当
時
の
原
棉
輸
入
年
額
の
ほ
ど
一
一
割
に
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
契
約
に
は
そ
の
相
花
々
「
す
べ
て
プ



ア
ス
ザ
ア
イ
ア
ン
に
製
造
す
る
か
又
は
ブ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
と
交
換
す
ら
」

U
H
規
約
さ
れ
、
現
金
売
り
は
し
な
い
が
不
都
合
な
事
情
の
あ
る
と
き

に
限
り
ロ
ン
ド
ン
商
人
の
代
理
由
が
マ
ン
チ
Z

ス
タ
!
で
販
売
す
る
価
格
沿
下
姐
ら
な
い
こ
と
そ
条
件
と
し
て
売
却
ぞ
認
め
ら
れ
て
い
十
円
。

こ
れ
ら
の
点
よ
り
し
て
保
か
の
年
月
に
彼
が
一
介
の
徒
弟
よ
り
野
心
的
な
問
屋
制
大
商
人
て
行
つ
七
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
口

ン
ド
ン
商
人
は
お
の
ほ
か
に
も
一
一
一
か
年
に
立
っ
て
二
八
八
相
(
月
八
相
ず
つ
)
と
一
一
一
六

O
梱
(
月
十
柄
ず
つ
)
の
二
口
や
供
給
す
る
U
H
他
の

?
ン
チ
ェ
ス
タ
}
商
人
と
契
約
し
て
い
る
が
、
い
つ
れ
の
場
合
よ
り
代
金
支
払
は
売
渡
し
の
六
か
月
後
と
な
し
て
い
る
。
V

と
こ
ろ
で
、
契
約
後
に
柏
花
価
格
が
激
変
し
、
直
後
は
十
一
時
に
ま
で
高
騰
し
た
の
で
あ
る
が
、
雨
後
は
下
孫
沿
は
じ
め
一
六
八
五
年
に

は
六
傍
に
ま
で
下
っ
て
い
る
。
か

L
る
情
勢
の
も
と
に
十
八
か
月
間
で
六
問
。
梢
の
供
給
が
な
さ
れ
に
の
で
あ
ゐ
が
、
契
約
の
履
行
は
双
方

で
困
難
と
な
り
、
一
方
が
代
金
支
払
や
湿
帯
す
れ
ば
他
方
は
粗
怒
棉
花
冶
詰
る
と
い
う
有
様
で
当
事
者
間
に
訴
訟
が
起
つ
七
。

こ
L
で
わ
れ

わ
れ
の
関
心
沿
惹
く
の
は
法
廷
沿
道
じ
て
明
切
の
み
に
出
さ
れ
七
?
ン
チ
ェ
ス
タ

l
商
人
の
前
貸
経
営
で
あ
り
ο。

棉
花
冶
九
傍
!
十
時
十
志
の
計
算
に
て
「
プ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
と
交
換
で
」
安
田
氏
山
口
自
白
山
内
号
に
前
貸
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
端
や
示
せ
ば
共

の
如
く
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
ゐ
と
彼
ら
は
先
の

- 83ー

吋
国
防
山
口
情
。
0
2
0
口同吋
O
M
己
∞
円
。
話
口
叩

吋何回
C
B訟
の
伊
色
町
田
口
MW
州

O吋
明
白
山
可
申
同
吋
師
同
ぷ
吋
仰
向
日
叶
山
口
口
0
3
0同
阿
君
。
。
日
同
誌
仏

g
井
虫
色
宮
田
忠
告
由
¥w
ぴ臼戸国
5
S
H
S
J
U
沼山口

E
O内
n
Q
3
0口

当
O
O
H
E
ぴ
可
項
目
M

1

C

同
由
同
口
何
回
出
口
管
内
角
宮
丸
山
田
口
三
向
付
与
印

3
2
0内
抗
ゆ
印
ゆ
凶
口
付
・

4
5
0己
山
師
付
注
目
。
タ
吉
田
口
回
出
富
田
日
内
刊
円
、
吋

UMH口
付
叫
向
付
品
目
口
ぴ
弘
司
冊
ω
ロ
〉
円
以
吋
日
目
前
同
氏
。
U
己
主
g
g
w
H
G印
N
-

m
oぴ印吋時いの
Gロ
宙
開
ow
片口由民間ロ口、凶
mHM内g
u
u
c吋
抗
。
同
日
}
拘
山
口
付
加
唱
・

青
谷
口
司
君
。
吋
E
H
Y
苫
国
公
8

5
日付日吋

¥
2
3吋
え
ぬ
凶
口
V
Z官
同
G吋
間
Q
Q
P
3
A
M
M
2
F
Z
Q
a
h
w
円o
p
w
Z
G
向
ご
g
少

叫，

V
0
3出回
W

O
同吋内山同
Md悶
♂
口
町
田
MME田口、田
mw司叩吋同日℃
MH門
片
山
田
仲
仇

]
O
]
O

由・

、Hvvogmw曲
者
向
日
付
申
吋
W
3
0
5同
P
明
。
吋
臥
宮
口
日
内
田
知
件
仇

]
0
・

阿

w
a
J
S
E
O間白血
HMW
可申

O
B白
H
M
W
u
o吋
山
吉
口
付
由
・

経
済
学
研
究
凶



ラ
ン
カ
シ
ャ

l
総
業
の
成
品
川
市
機
滋
ニ

山
本
限
付

対日口}同問円。。。口町四回
j
w

口町回同一守口問
P
u
o吋
品
℃
m
H

口付申・

巧
波
紋

S
H，G
出
向
少
口
町
毎
日
以
言
、
曲
目
4
R向
日
百
円
]
a
a
h
H
O
E
S
司印可

O
時由同口
r

g
四回附
O
吋
苫
込
山
田
5

・3

、U
W山口問。
0
3
8
吟

O
S
名目円山内

R

HNOぴ
由
ユ
サ
a
H
0
4
F
3
0
H
H
g
p
田町〈印吋同日℃同口付師・

し「川口当世田訴訟山江田
W
叩
ツ
苫
注
目
白
H

M

B

回
目
同
日
ア
∞
℃
同
口
庁
少
な
山
口

ω同日
V
S向
白
出
口
弘

0
5印吋柄拘山田叩-

MNOぴ印
H1H
り
戸
口
問
円
君
。
ユ
ダ
同
(
)
沼
田
口
付
師

E
ぴ可唱曲目可

O
内宮内ロ伊凶印刷
A
W
¥切

京
は
供
給
ぞ
う
け
に
説
花
の
品
質
が
劣
悪
で
あ
つ
に
こ
と
や
一
る
に
め
に
出
頭
し
七
人
々
で
あ
っ
て
、
そ
の
職
業
や

。日
g
H
v
g
mロ
と
か
さ
ま
ざ
ま
に
称
し
て
い
る
、
か
、
要
す
る
に
甘
え
ぽ
凶
器
岱
山
内
誌
の
名
に
相
応
し
い

mHH
山口
Z
H
1
5
0ふ
S

Z

己
忠
明
。
同
日
広
色
?

M
1
0
0
3
山
口
と
か

口一円。ロロ
M
m
H

ロロ同院の片岡阿吋め吋即

で
あ
つ
に
。
こ
の
組
製
の
中
間
的
前
貨
資
本
家
腎
は
既
に
チ
ェ
タ
ム
の
時
代
か
ら
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で

84 

あ
っ
て
、
居
住
地
域
の
紡
績
工
や
織
布
工
や
際
料
前
貸
に
よ
っ
て
支
配
し
て
い
に
小
田
駅
主
で
あ
っ
七
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
さ
き
の
人
名
の
地
域
的
分
布
も
?
ン
チ
ェ
ス
タ

i
周
辺
の
広
汎
な
農
村
に
分
散
し
て
い
る
。
彼
ら
は
ま
た
相
当
の
資
産
家
で
あ
り
、
例

え
ば
右
の
当
日
山
知
日
凶
一
グ
ロ
m
な
は
一
六
八
八
年
に
一
同

O
続
(
う
ち
八
七
傍
は
銀
貨
と
金
)
の
遺
産
必
の
こ
し
士
し
、
土
地
所
布
関
係
に
お

い
て
も
相
当
の
規
模
企
保
有
し
に
こ
と
が
説
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

γ

ン
テ
ェ
ス
タ

l
商
人
と
の
関
係
に
も
一
応
の
粒
立
性
が
維
持
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
前
貸
関
係
は
ロ
ロ

g
仏

g
u誌
の
前
波
し
沿
な
し
に
原
料
冶
甘
え
山
山
富
百
ぬ

wmw吋
が
数
か
月
後
純
物
に
仕
上
げ

て
納
品
し
に
と
き
開
料
代
々
差
引
く
の
で
あ
る
か
ら
、
現
象
的
に
は
売
買
行
為
で
あ
り
、
基
抵
的
関
係
に
お
い
て
も
単
純
な
ゐ
前
貸
|
貿
占

転
擁
さ
れ
る
。
現
に
ト
マ
ス
・
ク
ォ

i
ヵ
i
は

の
段
陪
に
お
け
る
問
屋
制
支
斑
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
粗
悪
綿
花
に
よ
っ
て
織
布
さ
れ
に
織
布
の
損
害
も
一
応
は
宮
田
氏
8

5

m

w
誌

に

で
一
樹
十
時
h
q
支
払
う
べ
き
棉
花
に
お
い
て
一

ECM14F4向日
1
0
内
O
M
のげぬロ
m
o
F
)吋
ぬ
0
0門
H3

柄
に
付
き
一
一
一
部
近
く
の
損
害
‘
そ
家
つ
仁
と
も
、

ま
に
時
に
は
一
一
封
皮
十
片
の
綿
花
が
製
品
に
じ
て
傑
か
ニ
片
の
価
格
で
し
か
買
い
あ
げ
ら
れ



な
か
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
尤
も
、
甘
え
山
内
自
自
m
決
定
位
負
債
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
限
り
原
料
の
供
給
そ
特
定
の
商
人
に
よ
っ
て
縛

ら
れ
な
い
か
ら
、
彼
の
織
物
が
こ
の
よ
う
な
不
利
な
条
件
で
引
取
ら
れ
る
破
目
に
降
る
と
ワ
ォ

l
ヵ
ー
は
従
来
年
々
数
百
封
皮
に
及
ん
で
い

た
プ
フ
ク
ン
と
の
取
引
を
断
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
ウ
ン
の
営
み
は
右
の
如
き
の
O
ロ
ロ
母
、
自
お
お
民
吉

Z
E
H
と
の
関
係
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
紡
績
工
や
織
布
ヱ
身
直
接
に
躍
的
し
て
い
に
こ
と
も
者
え
ら
れ
る
が
、
更
に
彼
の
綿
花
の
動
か
ら
ざ
ゐ
部
分
が
ニ
人
の
宙
属
代
灘
南

そ
通
じ
て
処
分
さ
れ
て
い
ゐ
点
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一
人
は
プ
ラ
ク
ン
の
℃
戸
汁
仲
良
8
0
ロ
け
と
し
て
六
十
相
以
上
の
棉
花
冶
織
り

ト
マ
ス
・
フ
ィ
シ
斗
で
あ
り
戸
、
他
は
こ
t
A

P
由
民
出
口
自
民

W
2

あ
げ
て
い
る

C
R
)
O
H
U記
名
αロ
ハ
マ
ン
チ
品
ス
タ

l
北
方
約
二
十
唄
)
の

八
年
、
来
プ
ラ
ワ
ン
の
指
示
に
基
い
て
フ
ア
ス
ア
イ
ア
ン
な
製
造
し
一
六
八
二
・
一
一
一
年
に
は
悶

i
五
十
相
の
柏
花
沿
織
り
あ
げ
た
と
称
す
る

立
は
U

F当
日
ハ
?
ン
チ
ェ
ス
タ

i
東
北
方
約
十
開
)
の
同
戸
田
門
Hhwp

自白

w
a
(
3
0
5
m
g
)
ジ
ェ

i
ム
ズ
・
ブ
ァ

i
ン
サ
イ
ド
で
あ
る
。
か

マ
ン
チ
ェ
ス
タ

1
閥
入
は
字
経
十
一
マ
イ
ル
の
地
域
そ
支
配
し
、
廷
に
設
か
遠
方
に
も
代
制
町
内
出
身
お
い
て
前
進

く
し
て
内
ブ
ラ
ウ
ン
の
如
く
、

前一

基
地
と
し
て
い
に
。

ハ
E
〉

廷
に
代
斑
商
沿
道
じ
て
の
前
官
形
態
の
斑
鮮
か
}
柿
う
わ
ト
め
に
、
ボ
ル
ト
ン
の
大
商
人
ト
マ
ス
・

7
1
ズ
ダ
ン
の
例
や
紹
介
し
よ
う
。
彼
は
自

己
の
出
身
地
た
る
一

-zavau再
建
αロ
(
ボ
ル
ト
ン
北
方
十
明
)
に
ヒ
デ
ワ
・
ピ
カ
汁
ソ
ン
グ
h
q

者
は
ま
に
苫
田
仲
紅
白
百
円
同
}
向
。
円

℃
口
付
仲
良
'o♀
と
し
て
係
船
し
て
い
に
。
後

で
あ
り
、
か
っ

7
i
ズ
ダ
ン
の
所
有
地
の
定
期
借
地
人
(
年
二
十
時
W

)

で
あ
っ
た
。

昨
桝
糸
や
給
付
し
、
フ
ア
ス
ア
イ
ア
ン
や
持
糸
間
の
綿
糸
沿
納
品
さ
せ
ゐ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
紡
松
及
び
織
布
の
工
伎
の
ほ
か
に
、

。
ク
へ
は
前
貸
業
務
代
行
の
手
数
料
と
し
て
、
ブ
ア
ス
ア
イ
ア
ン
織
は
品
等
に
応
じ
て
一
疋
に
付
き
一
一
一
片
か
阿
片
、
綿
糸
は
一
封
皮
に
付
き
や

汁
や
支
払
う
こ
と
と
な
っ
て
い
七
。
か
く
し
て
一
六
八
三
年
に
ピ
カ
リ
ン
グ
の
な
し
に
代
行
業
務
は
弐
の
如
く
袋
約
さ
れ
る
。

納
付
さ
れ
に
枠
糸
一
一

O
九
八
封
皮
の
紡
総
4

工
賃
(
一
封
皮
に
つ
き
五
片
か
ら
九
片
)

京
の
綿
糸
紡
献
に
対
す
ゐ
手
数
料
ハ
一
対
皮
に
つ
き
今
片
〉
:
:
:

マ
i
ズ
ダ
ン
は
綿
花
と

。
ヒ
カ
リ
ン

月
八
時
一

O
志
七
片

閥
的
W

七
志
五
片

王
寺
d
y
r
r
r
E
U
4

bvF
ム訂
λ
で

z
t
お
J
r
t



一
フ
ン
カ
シ
ャ

l
紛
議
の
波
数
機
法

さみ芝

里子

上
質
の
す
R
M
m
w

繊
同
二
四
疋
及
ひ
吋
札
口
C
項
目
織

か
ら
一
一

O
片
、
後
者
は
ニ
志
二
片
か
ら
ニ

O
片
)
砂

お
に
用
い
に
総
糸
ニ
九
八
一
一
一
封
疫
の
紡
械
工
食
(
一
一
月
皮
に
つ
き
六
片
又
は
五
片
)

L

右
の
織
物
六
一
一
七
疋
に
対
す
る
手
数
料
ハ
一
疋
に
つ
き
問
片
)
・
:

目
白
川
凶
器
級
一
八
勺
疋
及
び
忠
弘
也

g
織
六
九
疋
の
織
布
工
賃
(
一
疋
に
つ
き
前
者
は
一
七
片
か
ら
一
一
一
一
片
、

後
者
は
ニ
ニ
片
)
・

本
に
用
い
た
緯
糸
八
一
七
封
皮
の
紡
総
工
賃
(
一
対
度
に
つ
き
六
片
又
は
五
片
)
・

本
の
え
円
山
吉
田
織
の
経
糸
に
用
い
た
臨
糸
四
六
封
皮
の
賠
入
代
金
(
一
公
皮
に
つ
き
ム
ハ
片
)

析
の
続
物
二
五
六
疋
に
対
す
る
手
数
料
ハ
一
廷
に
つ
き
一
一
一
片
)
:

右
の
∞
円
円
山

Mvg
織
に
用
い
に
四
六
封
皮
の
緯
糸
の
持
糸
工
立
並
び
に
そ
れ
に
対
す
ゐ
手
数
料

つ
吉
一
片
)

一O
ニ
疋
の
織
布
工
立

(
一
疋
に
つ
き
前
者
は
一

ノ¥

片

五
八
傍
一
同
志
ム
ハ
片

混
同
時
.
八
志
一
片

一
O
傍

九

志

一
八
傍
一
六
志
一
片

一
七
時
一
七
志
八
片

一
傍
一
ニ
志
向
志

一郎一

(
一
封
皮
に

士
山
一

O
片

E
H
H
m
話
回
ぴ

2
8名
(
民
自
社
員
也
百

303

一
O
打
(
一
打
に
つ
き
八
片
)
及
び

仇

ρ戸
山
昨
日

α
σ
o足
。
気

(ρ
口
σ
門凶ロロぴロ
H
1
h州
)

U

1

0

印吋ロ
mw暗
唱

一
ニ
打
の
搭
糸
ヱ
党
三
打
に
つ
き
前
者
は
八
片
、
後
者
は
五
片
)

4二
時

五
忘

オ
ウ
カ
ン
ハ

i
ス
ト
(
ダ

i
ク
イ
ン
近
郊
)
に
て

γ
1
ズ
ダ
ン
の
綿
糸
二
七
八
二
汁
皮
の
計
量
及
び
迩
搬

に

助

力

し

に

労

賃

(

一

一

平

肢

に

つ

き

円

分

の

一

片

)

二

傍

一

七

志

一

一

片

こ
の
ほ
か
ど
カ
リ
ン
グ
は
跡
糸
そ
買
付
け
て
ボ
ル
ト
ン
納
め
、
或
い
は
直
ち
に
手
許
で
経
糸
と
し
て
山
悦
服
し
て
い
ゐ
の
で
あ
ゐ
が
、
こ
れ
に

対
し
て
も

?
l
ズ
ダ
ン
よ
り
手
数
料
そ
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
、

一
六
八
一
一
一
年
八
月
十
七
日
よ
り
翌
年
ニ
月
一
一
一
日
ま
で
に
五
一
一
一
打
余
や
一
一
一
六
時
一
芯
六
片
で
購
入
し
、
こ
れ

の
手
数
料
(
一
打
に
つ
き
問
片
)

一
九
志
六
片



一
六
八
四
年
同
月
三
十
日
よ
り
同
年
七
月
二
十
ゴ
は
ま
で
に
一
一
一

O
打
の
麻
糸
沿
一
八
時
七
志
六
片
で
時
入
し
も

織
布
に
用
い
に
が
、
こ
の
買
付
け
に
対
す
る
手
数
料
・

一O
志

一
六
八
九
年
に
一
九
打
余
や
一
一
傍
一
八
芯
叉
片
宇
で
時
入
し
、
織
布
に
用
い
た
が
、
こ
れ
の
買
付
け
手
数
料
e

ム
ハ
志
六
片

こ
の
よ
う
な
ピ
カ
リ
ン
グ
の
沼
口

2
2
'
o
E
と
し
て
の
機
能
は
す
べ
て
手
数
料
制

い
て
、
第
一
に
ア
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
織
布
の
「
委
託
前

貸
人
」
で
あ
り
、
第
二
に

7
1
ズ
ダ
ン
の
限
院
し
て
い
る
紡
績
工
の
紡
ぐ
綿
糸
の
「
委
託
集
荷
人
」
で
あ
り
、
第
二
一
に
麻
糸
の
「
委
話
買
付

人
」
で
あ
つ
に
と
要
約
し
う
る
。
然
し
乍
ら
、
ピ
カ
リ
ン
グ
は
お
の
業
務
と
全
く
別
倒
に
さ
き
の

取
引
そ
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

?
i
ズ
ダ
ン
か
ら
給
付
さ
れ
に
原
料
在
彼
の
独
立
採
算
に
お
い
て
織
り
、
そ
れ
ぞ
マ

i
ス
ダ
ン
に
納
品

し
て
い
る
。
と
す
る
と
こ
の
よ
う
な
代
理
商
が
全
く
独
立
性
そ
炎
失
し
て
い
に
と
ち
一
百
九
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
現
に
ピ
カ
リ
ソ
ン
グ
も
一
六

八
二
年
か
ら
一
六
八
五
年
ま
で
は
主
と
し
て
ポ
の
み
に
如
き
代
斑
商
た
る
の
機
能
h
q
山
中
心
と
し
て
い
ら
が
、
+
引
の
一
↓
一
年
間
は
独
立
経
営
に
移

り
織
物
と
交
換
に
原
料
の
前
貸
そ
う
け
て
働
か
ら
ざ
る
金
額
の
織
物
会

?
i
ズ
ダ
ン
に
克
渡
し
て
い
る
。
尤
も
、
一
六
八
九
年
以
降
は
吋
び

「委

ι前
貸
人
」
の
仕
事
に
復
し
亡
の
で
あ
る
が
。

甘
え
吉
凶
器
ぬ

wmw円
に
み
た
の
と
同
様
の

- 87-

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
府
人
の
前
官
経
常
に
は
次
の
二
形
態
が
考
え
ら
れ
ゐ
。
第

一
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
又
は
、
ボ
ル
ト
ン
の
ロ
ロ

g
仏
B
U
R
よ
り
ぬ
村
の
「
中
間
的
縦
一
苅
陪
」
(
そ
の
名
称
は
貯
色
町

E
E町長
qw
自
広
仏
凶
作
自
σロ

白
山
口
口
片
山
つ
け
己
号
、

g
ロ
ロ
ロ
司
自
由
同
E
F
2
2臼
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
に
が
、
裂
す
ゐ
に
先
誌
の
如
く
、

寸

bru
ぃ
王
一
主
，

r
・

一
ノ
一
お
ん
す
ね
枠
升
ヰ
A
Z

ギ
商
人
の
費
本
家
的

要
素
」

で
あ
る
)
に
対
す
る
前
貨
で
あ
り
、

そ
の
支
配
内
容
は
秘
め
て
緩
や
か
で
、
「
周
辺
よ
り
の
生
徒
逝
税
支
配
」

と
か
、

「
流
通
行
税
の

内
部
の
み
に
止
る
支
配
」
と
か
一
一
両
わ
れ
る
程
度
に
逝
ぎ
な
い
。

こ
の
形
態
は
既
に
チ
ェ
タ
ム
の
時
代
よ
り
認
め
ら
れ
、

こ
の
場
合
に
農
村
の

純
一
冗
は
米
立
高
度
の
独
立
性
々
似
体
持
し
て
い
る
し
、

ロロぬロ
門
凶
吋
如
何

)ω
吋

の
機
能
も
「
配
給
楽
者
」

と
し
て
の
そ
れ
に
重
一
心
が
お
か
れ
て
い
る

え
よ
う
。
第
二
は
戸
山
口
自
仏
g
u
R
が
原
料
の
前
一
世
在
、

自
ら
支
配
し
う
る
近
在
に
は
直
属
の
紡
総
工
や
織
布
ヱ
身
雇
備
し
彼
の
倉
庫

マ
へ
し
符
主
庁
芯
川
判

吾
川
稲
山
ν

主
主
引
v
q
pノ



一
フ
ン
カ
シ
ャ

i
総
業
の
波
数
格
議
一
一

相
本
野

か
ら
徒
弟
の
労
働
に
よ
っ
て
直
綾
に
、
速
陥
地
の
農
村
に
は
鹿
械
の
代
理
商
身
委
嘱
し
て
間
接
に
行
う
形
態
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
彼
か

ら
支
払
わ
れ
る
の
は
織
物
の
代
仰
で
な
く
し
て
、
紡
績
又
は
織
布
の
工
賃
で
あ
り
、
既
に
明
白
に
生
深
川
相
科
の
組
織
者
七
ゐ
性
格
や
帯
び
て

き
て
い
る
。
殊
に
こ
の
時
代
の
商
人
が
代
理
南
そ
通
じ
て
広
汎
な
地
域
の
関
経
制
支
配
に
進
出
し
に
こ
と
は
彼
ら
の
機
能
の
著
し
い
拡
大
そ

物
語
る
の
で
あ
り
、
恰
も
こ
の
頃
よ
り
往
年
繁
栄
そ
誇
つ
に
週
市
は
弐
第
に
退
潮
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ゐ
。
然
し
、
更
に
一
階
注

意
そ
悲
く
の
は
彼
ら
の
資
本
機
能
の
変
質
で
あ
っ
て
、
ロ
ロ
o
p
瓜
同
省
民
は
向
日
燦
制
体
系
の
護
圧
下
に
分
解
し
は
じ
め
に
生
産
者
念
デ
・
フ

ァ
ク
ト
の
笠
銀
労
働
者
と
し
て
躍
的
し
、
或
い
は
農
村
の
小
資
本
家
々
ロ
ロ
2
a
E
O丘
と
し
て
隷
属
せ
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
中
に
は
仕
上

ヱ
程
に
お
け
る
職
場
経
営
の
直
営
に
進
出
す
る
者
も
あ
つ
に
。
す
な
わ
ち
、

彼
ら
自
ら
も
「
学
製
造
業
者
、
今
商
人
の
資
本
家
」
へ
と
転
化

し
つ
L
あ
っ
た

え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
捻
転
な
な
し
と
げ
七
商
人
に
こ
そ
正
に

ロズ凶H.の
ymHH門均一戸内凶ロロ同印。一いロ吋ぬ吋

の
完
成
し
に
委
や
認

と
も
あ
れ
彼
ら
は
商
人
で
あ
り
な
が
ら
既
に
利
潤
源
泉
そ
流
通
巡
程
か
ら
求
む
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
や
生
議
過
殺

か
}
直
接
に
支
配
し
生
産
殺
そ
引
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
積
極
的
に
そ
の
源
泉
そ
開
拓
せ
ん
と
す
る
。
然
し
、
後
に
改
め
て
考
察
し
よ
う
と
す

め
う
る
の
で
あ
る
が
、

88 

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
商
業
資
本
の
支
配
強
化
は
決
し
て
産
業
構
造
の
出
定
化
や
「
産
業
の
自
由
」
の
治
械
や
意
味
し
な
い
。
例

え
ば
、
右
の
如
き
情
勢
に
件
っ
て
生
産
者
陵
の
分
鮮
が
漸
共
に
進
展
す
ゐ
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
直
接
生
産
者
の
一
方
的
な
窮
乏
冶
粛
ら
す

も
の
で
も
な
く
、
寧
ろ
才
能
と
精
力
あ
る
人
物
に
と
っ
て
は
織
布
工
か
ら
℃
ロ
3
2
s
o己
へ
、
史
に
M
U
E
片
山
口
句
。
ロ
仲
間
ぬ
O
H
M
け
か
ら
B
m
H
E
'

P
2
2
0吋
へ
と
身
分
的
に
上
昇
す
る
途
一
か
秘
め
て
政
令
日
朝
に
開
か
れ
て
い
に
の
で
あ
っ
示
、
、

ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
の
他
の
地
域
の
旧
い
賎
業
と
具
ゐ
性
格
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
ふ
ん
し
。

そ
の
よ
う
に
開
放
的
な
附
記
制
度
の
体
系
に
一
フ

治
ハ
1
)
巧
昆
∞
唱
。
吋
S
h
w
出
品
担
問
口
、
。
司
-
n
M
Y
H
M
U
-
吋
品
作

(
2
〉

H
V日仏
-
w

同
】

U-

∞o
i
i
ω
・



ハ
3
〉
-
ぴ
山
内
凶

-uMMMM-
∞
い
|
ふ
・

(
4
u
n同
-
H
)
Oぴ

y
o
u
-
ロ
目
付
-
w
M
}

・
H
M
m
M

・

ハ
日
)
巧
向
島
田
君
。
ュ

v
h
f
z
g
p
O
M
V
-
n
F
M
Y
N
戸
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経
済
学
部
附
究
開
問
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